
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 画像データが記録された
再生装置において、
　
　前記画像データ 再生 場合 、 再生 されたか否かを
判定する と、
　 されたと判定された場合

　
　

　ことを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　

　

　ことを特徴とする請求項１に記載された再生装置。
【請求項３】
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複数種別の 記録媒体から当該画像データを読み出して再生する

再生される前記画像データの種別を判定する種別判定手段と、
が されている に 当該画像データの が停止

再生停止判定手段
前記再生停止判定手段により前記画像データの再生が停止 に、

前記画像データの再生の再開に用いる再開位置情報を記憶する記憶手段と
を備え、
前記記憶手段は、前記種別判定手段により判定された前記画像データの種別ごとに、前

記再開位置情報を記憶する

前記種別判定手段は、前記画像データの種別が、動画または静止画であることを判定し
、

前記記憶手段は、前記動画または前記静止画の種別ごとに、前記再開位置情報を記憶す
る



　

　

　ことを特徴とする請求項１に記載された再生装置。
【請求項４】
　

　ことを特徴とする請求項 に記載された再生装置。
【請求項５】
　

　

　ことを特徴とする請求項１に記載された再生装置。
【請求項６】
　
　
【請求項７】
　

　
【請求項８】
　

　

　

　
【請求項９】
　 画像データが記録された
再生装置の再生方法において、
　
　前記画像データ 再生 場合 、 再生 されたか否かを
判定する と、
　 されたと判定された場合

　
　

　ことを特徴とする再生方法。
【請求項１０】
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前記種別判定手段は、前記画像データの種別が、動画、静止画、または選択された動画
若しくは静止画が任意の順序で再生されるプレイリストであることを判定し、

前記記憶手段は、前記動画、前記静止画、または前記プレイリストの種別ごとに、前記
再開位置情報を記憶する

前記再開位置情報は、前記画像データの再生が停止された位置を示す停止位置情報であ
る

１

前記画像データのサムネイル画像を、前記画像データの種別ごとに一覧表示する表示制
御手段をさらに備え、

前記表示制御手段は、前記記憶手段に記憶された前記画像データの種別ごとの前記再開
位置情報に対応する前記画像データの前記サムネイル画像に、前記再開位置情報に基づく
再生を行うことを示すアイコンを重畳させて表示する

前記画像データの種別は、動画または静止画である
ことを特徴とする請求項５に記載された再生装置。

前記画像データの種別は、動画、静止画、または選択された動画若しくは静止画が任意
の順序で再生されるプレイリストである

ことを特徴とする請求項５に記載された再生装置。

前記画像データの種別ごとに一覧表示された前記画像データから、任意の画像データを
選択する選択手段と、

選択された前記画像データが、前記画像データの種別ごとに記憶された前記再開位置情
報に対応する画像データであるか否かを判定する再開位置判定手段と、

前記再開位置判定手段により、前記選択された画像データが、前記画像データの種別ご
とに記憶された前記再開位置情報に対応する画像データであると判定された場合、前記再
開位置情報に基づいて、前記画像データを再生するように再生を制御する再生制御手段と
をさらに備える

ことを特徴とする請求項１に記載された再生装置。

複数種別の 記録媒体から当該画像データを読み出して再生する

再生される前記画像データの種別を判定する種別判定ステップと、
が されている に 当該画像データの が停止

再生停止判定ステップ
前記再生停止判定ステップにより前記画像データの再生が停止

に、前記画像データの再生の再開に用いる再開位置情報が記憶されるように記憶を制御す
る記憶制御ステップと

を含み、
前記記憶制御ステップは、前記種別判定ステップにより判定された前記画像データの種

別ごとに、前記再開位置情報が記憶されるように記憶を制御する

前記画像データのサムネイル画像を、前記画像データの種別ごとに一覧表示する表示制
御ステップをさらに含み、

前記表示制御ステップは、記憶された前記画像データの種別ごとの前記再開位置情報に



　
【請求項１１】
　

　

　

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は に関し、特に、いわゆるレジューム再生をすることができ
るようにした に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、 DVD（ Digital Versatile Disk）などの光ディスクを記録媒体とするデジタルビ
デオカメラが普及している。これらの光ディスクを装着したデジタルビデオカメラには、
再生停止位置の情報をメモリに記憶させ、このメモリに記憶された再生停止位置の情報に
基づいて、次の再生開始ポイントを指定させる構成にすることにより、光ディスクに記録
されている動画（静止画）を再生している途中で一旦停止させても、その停止させた位置
の続きから次の再生を再開させる機能（いわゆる、レジューム再生機能）を備えているも
のもある。
【０００３】
　図１は、従来のデジタルビデオカメラによるレジューム再生機能を説明する図である。
【０００４】
　図１においては、従来のデジタルビデオカメラの表示部１１に表示される操作画面が示
されている。図中左上の操作画面（以下、ビジュアルインデックス画面と称する）１１に
おいて、サムネイル表示領域１２－１乃至サムネイル表示領域１２－６には、記録部（図
示せず）に記録されている画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像（縮小画像）が
表示されている。
【０００５】
　前へボタン１３は、いわゆる１つ前の画面（ビジュアルインデックス画面）を表示させ
るボタンである。前へボタン１３がユーザに操作されると、表示部１１は、サムネイル表
示領域１２－１乃至サムネイル表示領域１２－６にそれぞれ表示されているサムネイル画
像よりも６つ前の画像データに対応するサムネイル画像を、サムネイル表示領域１２－１
乃至サムネイル表示領域１２－６にそれぞれ表示させる。
【０００６】
　次へボタン１４は、いわゆる１つ後ろの画面（ビジュアルインデックス画面）を表示さ
せるボタンである。次へボタン１４がユーザに操作されると、表示部１１は、サムネイル
表示領域１２－１乃至サムネイル表示領域１２－６にそれぞれ表示されているサムネイル
画像よりも６つ後ろの画像データに対応するサムネイル画像を、サムネイル表示領域１２
－１乃至サムネイル表示領域１２－６にそれぞれ表示させる。
【０００７】
　動画タブ１５は、記録部に記録されている動画の画像データにそれぞれ対応するサムネ
イル画像を、サムネイル表示領域１２－１乃至サムネイル表示領域１２－６に表示させる

10

20

30

40

50

(3) JP 3925812 B2 2007.6.6

対応する前記画像データの前記サムネイル画像に、前記再開位置情報に基づく再生を行う
ことを示すアイコンを重畳させて表示する

ことを特徴とする請求項９に記載された再生方法。

前記画像データの種別ごとに一覧表示された前記画像データから、任意の画像データを
選択する選択ステップと、

選択された前記画像データが、前記画像データの種別ごとに記憶された前記再開位置情
報に対応する画像データであるか否かを判定する再開位置判定ステップと、

前記再開位置判定ステップにより、前記選択された画像データが、前記画像データの種
別ごとに記憶された前記再開位置情報に対応する画像データであると判定された場合、前
記再開位置情報に基づいて、前記画像データを再生するように再生を制御する再生制御ス
テップとをさらに含む

ことを特徴とする請求項９に記載された再生方法。

再生装置および方法
再生装置および方法



ときに操作される。静止画タブ１６は、記録部に記録されている静止画の画像データにそ
れぞれ対応するサムネイル画像を、サムネイル表示領域１２－１乃至サムネイル表示領域
１２－６に表示させるときに操作される。
【０００８】
　すなわち、ユーザにより、動画タブ１５または静止画タブ１６のいずれかが選択される
。なお、図中左上のビジュアルインデックス画面においては、動画タブ１５が選択されて
いる。
【０００９】
　図中左上のビジュアルインデックス画面において、ユーザの操作により、サムネイル表
示領域１２－１乃至サムネイル表示領域１２－６に表示されているサムネイル画像のうち
の１つのサムネイル画像が選択され、従来のデジタルビデオカメラに設けられたユーザの
操作を決定するための決定キー（以下、単に、決定キーと称する）または動画を再生する
ための再生キー（以下、単に、再生キーと称する）が押された場合、表示部１１には、図
中右上の動画を再生している画面（以下、再生画面と称する）が表示され、選択した動画
が再生される。
【００１０】
　このとき、選択した動画が再生されている再生画面が表示されている状態で、ユーザの
操作により、従来のデジタルビデオカメラに設けられたビジュアルインデックス画面を表
示させるためのビジュアルインデックスキー（以下、単に、ビジュアルインデックスキー
と称する）が押された場合、表示部１１に表示されている画面は、再生画面から、ビジュ
アルインデックス画面に遷移する。
【００１１】
　また、選択した動画が再生されている再生画面が表示されている状態で、ユーザの操作
により、従来のデジタルビデオカメラに設けられた停止キー（以下、単に、停止キーと称
する）が押された場合、図中右下の再生が一時的に停止されている状態で、データ表示エ
リア３１のみが表示されている画面（以下、再生停止画面と称する）が表示される。この
とき、ユーザの操作により、動画を再生してから、再生画面のデータ表示エリア２１（ま
たは再生停止画面のデータ表示エリア３１）に表示されている“ 0:12:12”である時間が
示すように、“ 0:12:12”である時間が経過したときのタイミングで停止キーが押された
ので、“ 0:12:12”である時刻（再生停止位置）の情報を含むレジューム情報を記録部（
図示せず）に記録する。
【００１２】
　このとき、従来のデジタルビデオカメラにおいて、記録部に記録されるレジューム情報
は、動画または静止画のいずれか一方の再生停止情報を含む情報となる。従って、従来の
デジタルビデオカメラは、動画と静止画との両方のレジューム情報を同時に保持すること
はできない。
【００１３】
　また、再生停止画面には、データ表示エリア３１の情報のみが表示されているだけで、
映像などの情報が表示されていないため、ユーザは、レジューム再生をすることが可能で
あることに気づかずに、例えば、停止キーを押すなど、誤った操作をしてしまう可能性も
ある。
【００１４】
　再生停止画面において、ユーザの操作により、再生キーが押された場合、記録部に記録
されている“ 0:12:12”である時刻の情報を含むレジューム情報を基に、表示部１１には
、再生画面が表示され、“ 0:12:12”経過後の時点（停止した場所の続き）から動画の再
生が再開される。
【００１５】
　すなわち、再生停止画面において、ユーザの操作により、再生キーが押された場合、記
録部にはレジューム情報が記録されているので、記録した画像を再生している途中で停止
した場合でも、停止した場所の続きから動画を再生するようになる。
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【００１６】
　また、再生停止画面において、ユーザの操作により、ビジュアルインデックスキーが押
された場合、表示部１１に表示されている画面は、再生停止画面から、ビジュアルインデ
ックス画面に遷移する。
【００１７】
　さらに、再生停止画面において、ユーザの操作により、停止キーが押された場合、図中
左下の再生が停止された状態で何も表示されていない画面（以下、停止画面と称する）が
表示され、停止画面のデータ表示エリア４１に表示されている“ 0:00:00”である時間が
示すように、レジューム情報が破棄される。
【００１８】
　停止画面において、ユーザの操作により、ビジュアルインデックスキーが押された場合
、表示部１１に表示されている画面は、停止画面から、ビジュアルインデックス画面に遷
移する。
【００１９】
　以上のようにして、従来のデジタルビデオカメラは、レジューム再生機能を実現してい
る。
【００２０】
　また、ユーザが、再生操作に応じた再生開始位置として、通常の再生開始位置（先頭ト
ラックの先頭位置）以外に、前回の再生または記録動作に関連する位置として、複数の位
置を再生開始位置として選択できるようにしている再生装置もある（例えば、特許文献１
参照）。
【００２１】
【特許文献１】特開２０００－３３１４６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　しかしながら、従来のレジューム再生可能なデジタルビデオカメラは、レジューム再生
をする場合に、ユーザに対して、操作と関連のない別の画面を表示させるなど、直感的な
画面インターフェイスであるとは言えなかった。
【００２３】
　また、従来のレジューム再生可能なデジタルビデオカメラは、１つの記録媒体に対して
、１つのレジューム情報のみを保持していたので、１つの記録媒体に対して、動画や静止
画などの複数の再生種別が含まれている場合、異なる再生種別のデータの視聴を始めると
、以前に視聴していた再生種別のレジューム情報が消えてしまい、以前に視聴していた再
生種別では、レジューム再生をすることができなくなるという問題があった。
【００２４】
　例えば、１つの記録媒体に対して、動画、静止画、または電子書籍などの多種類のコン
テンツがある場合、動画の視聴を始めると、以前に視聴していた静止画のレジューム情報
が消えてしまい、静止画ではレジューム再生をすることができなくなっていた。
【００２５】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、ユーザに対して、直感的な画面
インターフェイスを提供するとともに、複数の再生種別に対して、レジューム情報をそれ
ぞれ保持することで、複数の再生種別がある場合でも、全ての再生種別において、レジュ
ーム再生をできるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の再生装置は、 画像デ
ータ 再生 場合 、 再生 されたか否かを判定する

と、 されたと判定された場
合
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再生される画像データの種別を判定する種別判定手段と、
が されている に 当該画像データの が停止 再生

停止判定手段 再生停止判定手段により画像データの再生が停止
に、画像データの再生の再開に用いる再開位置情報を記憶する記憶手段とを備え、記憶



ことを特徴とする。
【００２７】
　

【００２８】
　

【００２９】
　

【００３０】
　

　
　

　

【００３１】
　本発明の再生方法は、 画
像データ 再生 場合 、 再生 されたか否かを判定する

と、 されたと
判定された場合

こ
とを特徴とする。
　

　

【００３４】
　本発明の においては、 画
像データ 再生 場合 、 再生 されたか否かが判定され
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手段は、種別判定手段により判定された画像データの種別ごとに、再開位置情報を記憶す
る

種別判定手段には、画像データの種別が、動画または静止画であることを判定させ、記
憶手段には、動画または静止画の種別ごとに、再開位置情報を記憶させることができる。

種別判定手段には、画像データの種別が、動画、静止画、または選択された動画若しく
は静止画が任意の順序で再生されるプレイリストであることを判定させ、記憶手段には、
動画、静止画、またはプレイリストの種別ごとに、再開位置情報を記憶させることができ
る。
＄

再開位置情報は、画像データの再生が停止された位置を示す停止位置情報であるように
することができる。

画像データのサムネイル画像を、画像データの種別ごとに一覧表示する表示制御手段を
さらに設け、表示制御手段には、記憶手段に記憶された画像データの種別ごとの再開位置
情報に対応する画像データのサムネイル画像に、再開位置情報に基づく再生を行うことを
示すアイコンを重畳させて表示させることができる。

画像データの種別は、動画または静止画であるようにすることができる。
画像データの種別は、動画、静止画、または選択された動画若しくは静止画が任意の順

序で再生されるプレイリストであるようにすることができる。
画像データの種別ごとに一覧表示された画像データから、任意の画像データを選択する

選択手段と、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再開位置情報
に対応する画像データであるか否かを判定する再開位置判定手段と、再開位置判定手段に
より、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再開位置情報に対応
する画像データであると判定された場合、再開位置情報に基づいて、画像データを再生す
るように再生を制御する再生制御手段とをさらに設けることができる。

再生される画像データの種別を判定する種別判定ステップと、
が されている に 当該画像データの が停止

再生停止判定ステップ 再生停止判定ステップにより画像データの再生が停止
に、画像データの再生の再開に用いる再開位置情報が記憶されるように記

憶を制御する記憶制御ステップとを含み、記憶制御ステップは、種別判定ステップにより
判定された画像データの種別ごとに、再開位置情報が記憶されるように記憶を制御する

画像データのサムネイル画像を、画像データの種別ごとに一覧表示する表示制御ステッ
プをさらに含み、表示制御ステップは、記憶された画像データの種別ごとの再開位置情報
に対応する画像データのサムネイル画像に、再開位置情報に基づく再生を行うことを示す
アイコンを重畳させて表示することができる。

画像データの種別ごとに一覧表示された画像データから、任意の画像データを選択する
選択ステップと、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再開位置
情報に対応する画像データであるか否かを判定する再開位置判定ステップと、再開位置判
定ステップにより、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再開位
置情報に対応する画像データであると判定された場合、再開位置情報に基づいて、画像デ
ータを再生するように再生を制御する再生制御ステップとをさらに含むようにすることが
できる。

再生装置および方法 再生される画像データの種別が判定され、
が されている に 当該画像データの が停止



、 されたと判定された場合

【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、ユーザに対して、直感的な画面インターフェイスが提供されるので、
ユーザは、より簡便に再生の操作を行うことができる。また、本発明によれば、複数の再
生種別に対して、レジューム情報をそれぞれ保持することができるので、複数の再生種別
がある場合でも、全ての再生種別において、レジューム再生をすることができ、操作性を
向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下に本発明の最良の形態を説明するが、開示される発明と実施の形態との対応関係を
例示すると、次のようになる。本明細書中には記載されているが、発明に対応するものと
して、ここには記載されていない実施の形態があったとしても、そのことは、その実施の
形態が、その発明に対応するものではないことを意味するものではない。逆に、実施の形
態が発明に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのことは、その実施の
形態が、その発明以外の発明には対応していないものであることを意味するものではない
。
【００３７】
　さらに、この記載は、明細書に記載されている発明の全てを意味するものではない。換
言すれば、この記載は、明細書に記載されている発明であって、この出願では請求されて
いない発明の存在、すなわち、将来、分割出願されたり、補正により出現し、追加される
発明の存在を否定するものではない。
【００３８】
　本発明によれば、再生装置が提供される。この再生装置（例えば、図２のデジタルビデ
オカメラ１０１）は、

画像データ 再生 場合
、 再生 されたか否かを判定する （例えば、図

３の操作判定部２１４）と、 されたと判
定された場合

【００３９】
　

【００４０】
　

【００４１】
　

【００４２】
　

　
　

10

20

30

40

50

(7) JP 3925812 B2 2007.6.6

画像データの再生が停止 に、判定された画像データの種別ごと
に、画像データの再生の再開に用いる再開位置情報が記憶される。

再生される画像データの種別（例えば、再生種別）を判定する種別
判定手段（例えば、図３の再生種別判定部２１１）と、 が されている
に 当該画像データの が停止 再生停止判定手段

再生停止判定手段により画像データの再生が停止
に、画像データの再生の再開に用いる再開位置情報（例えば、レジュームポ

イント）を記憶する記憶手段（例えば、図２の RAM１２８）とを備え、記憶手段は、種別
判定手段により判定された画像データの種別ごとに、再開位置情報を記憶する。

種別判定手段は、画像データの種別が、動画または静止画であることを判定し、記憶手
段は、動画または静止画の種別ごとに、再開位置情報を記憶することができる。

種別判定手段は、画像データの種別が、動画、静止画、または選択された動画若しくは
静止画が任意の順序で再生されるプレイリストであることを判定し、記憶手段は、動画、
静止画、またはプレイリストの種別ごとに、再開位置情報を記憶することができる。

再開位置情報は、画像データの再生が停止された位置を示す停止位置情報であるように
することができる。

画像データのサムネイル画像を、画像データの種別ごとに一覧表示する表示制御手段（
例えば、図３の画面表示制御部２１３）をさらに備え、表示制御手段は、記憶手段に記憶
された画像データの種別ごとの再開位置情報に対応する画像データのサムネイル画像に、
再開位置情報に基づく再生を行うことを示すアイコン（例えば、図５のレジュームアイコ
ン３０２）を重畳させて表示することができる。

画像データの種別は、動画または静止画であるようにすることができる。
画像データの種別は、動画、静止画、または選択された動画若しくは静止画が任意の順



　

【００４３】
　本発明によれば、再生方法が提供される。この再生方法は、

画像データ 再生 場合 、 再生 され
たか否かを判定する

されたと判定された場合

　

　

【００４６】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。
【００４７】
　図２は、本発明を適用したデジタルビデオカメラ１０１の一実施の形態の構成を示すブ
ロック図である。
【００４８】
　デジタルビデオカメラ１０１は、光ディスクを駆動する再生装置の一例である。
【００４９】
　以下、デジタルビデオカメラ１０１を例にして説明するが、これに限らず、本発明は、
例えば、デジタルスチルカメラ、撮像機能付き携帯電話機、または撮像機能付きパーソナ
ルコンピュータなどに適用することができる。
【００５０】
　光学ブロック１１１は、例えば、光学レンズ、フォーカス機構、シャッタ機構、および
絞り（アイリス）機構などから構成され、被写体に反射した光（の像）を集め、すなわち
、被写体の像を光を CCD（ Charge Coupled Devices）１１３の受光部に結像させる。光学
ブロック１１１は、レンズアイリスドライバ１１２により駆動される。
【００５１】
　レンズアイリスドライバ１１２は、 CPU１１９からの制御に応じて、光学ブロック１１
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序で再生されるプレイリストであるようにすることができる。
画像データの種別ごとに一覧表示された画像データから、任意の画像データを選択する

選択手段（例えば、図２のタッチパネル１５２）と、選択された画像データが、画像デー
タの種別ごとに記憶された再開位置情報に対応する画像データであるか否かを判定する再
開位置判定手段（例えば、図３のレジューム情報判定部２１５）と、再開位置判定手段に
より、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再開位置情報に対応
する画像データであると判定された場合、再開位置情報に基づいて、画像データを再生す
るように再生を制御する再生制御手段（例えば、図３の再生処理部２１６）とをさらに備
える。

再生される画像データの種
別を判定する種別判定ステップ（例えば、図１０のステップＳ１０２またはステップＳ１
０４の処理）と、 が されている に 当該画像データの が停止

再生停止判定ステップ（例えば、図１１のステップＳ１５７の処理）
と、再生停止判定ステップにより画像データの再生が停止 に、画
像データの再生の再開に用いる再開位置情報が記憶されるように記憶を制御する記憶制御
ステップ（例えば、図１１のステップＳ１５８の処理）とを含み、記憶制御ステップは、
種別判定ステップにより判定された画像データの種別ごとに、再開位置情報が記憶される
ように記憶を制御する。

画像データのサムネイル画像を、画像データの種別ごとに一覧表示する表示制御ステッ
プ（例えば、図１１のステップＳ１５９の処理）をさらに含み、表示制御ステップは、記
憶された画像データの種別ごとの再開位置情報に対応する画像データのサムネイル画像に
、再開位置情報に基づく再生を行うことを示すアイコンを重畳させて表示することができ
る。

画像データの種別ごとに一覧表示された画像データから、任意の画像データを選択する
選択ステップ（例えば、図１１のステップＳ１５２の処理）と、選択された画像データが
、画像データの種別ごとに記憶された再開位置情報に対応する画像データであるか否かを
判定する再開位置判定ステップ（例えば、図１１のステップＳ１５３の処理）と、再開位
置判定ステップにより、選択された画像データが、画像データの種別ごとに記憶された再
開位置情報に対応する画像データであると判定された場合、再開位置情報に基づいて、画
像データを再生するように再生を制御する再生制御ステップ（例えば、図１１のステップ
Ｓ１５５の処理）とをさらに含む。



１を動作させる駆動信号を生成し、生成した駆動信号を光学ブロック１１１に供給して、
光学ブロック１１１を動作させる。例えば、レンズアイリスドライバ１１２は、画像の撮
像時に、ユーザの指示に基づいて、合焦させたり、絞りを調節して光量を調整させるため
の駆動信号を光学ブロック１１１に供給する。
【００５２】
　 CCD１１３は、 CCDセンサから構成され、 CCDドライバ１１４から供給される駆動信号に
応じて、光学ブロック１１１により結像された光（像）を光電変換することにより、光を
アナログの電気信号に変換する。 CCD１１３は、 CPU１１９により制御されるタイミング生
成回路１１４からのタイミング信号を基に、変換したアナログ信号である画像データを前
処理回路１１６に供給する。
【００５３】
　なお、 CCD１１３は、 CCDセンサに限らず、例えば、 CMOS（ Complementary Metal Oxide 
Semiconductor）センサなど、画素を単位として画像の信号を生成する撮像素子であれば
よい。
【００５４】
　タイミング生成回路１１４は、 CPU１１９による制御を基に、 CCD１１３の動作の時間的
な基準となるタイミング信号を生成し、生成したタイミング信号を、 CCD１１３および CCD
ドライバ１１５に供給する。
【００５５】
　 CCDドライバ１１５は、タイミング生成回路１１４から供給されるタイミング信号を基
に、 CCD１１３を駆動するための駆動信号を生成し、生成した駆動信号を CCD１１３に供給
する。
【００５６】
　前処理回路１１６は、 CCD１１３から供給されるアナログ信号である画像データに対し
て、 CDS（ Correlated Double Sampling）処理を行い、 S/N（ Signal/Noise）比を良好に保
つようにするとともに、 AGC（ Automatic Gain Control）処理を行い、利得を制御する。
そして、前処理回路１１６は、 A/D（ Analog/Digital）変換を行い、アナログ信号をデジ
タル信号に変換し、変換したデジタル信号である画像データを DSP（ Digital Signal Proc
essor）１１７に供給する。
【００５７】
　 DSP１１７は、例えば、専用の IC（ Integrated Circuit）である専用 DSP、または汎用 DS
Pなどからなる。
【００５８】
　 DSP１１７は、前処理回路１１６から供給されるデジタル信号である画像データに対し
て、画像処理を適用する。 DSP１１７は、例えば、 AF（ Auto Focus）処理部１４１、 AE（ A
uto Exposure）処理部１４２、 AWB（ Auto White Balance）処理部１４３、および圧縮伸
張部１４４などを含み、前処理回路１１６から供給された画像データに所定のカメラ信号
処理を適用し、所定のカメラ信号処理により、種々の調整がされた画像データを所定の圧
縮方式で圧縮する。また、 DSP１１７は、 SDRAMコントローラ１４５を含む。
【００５９】
　 DSP１１７は、 CPU１１９の制御を基に、バス１２６を介して、圧縮した画像データをド
ライブコントローラ１２４に供給し、記録媒体１２５に画像データをファイルとして記録
させる。
【００６０】
　また、 DSP１１７は、タッチパネル１５２やコントロールキー（図示せず）などを通じ
て受け付けたユーザからの操作入力に応じて、目的とする画像データが記録媒体１２５か
ら読み出された場合、バス１２６を介して、記録媒体１２５から供給されるデータ圧縮さ
れている画像データを、そのデータ圧縮に応じた所定の伸張処理（解凍処理）を行うこと
で、画像データを伸張し、伸張した画像データを、バス１２６を介して、ディスプレイコ
ントローラ１２２に供給する。
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【００６１】
　 SDRAM１１８に記憶される前処理回路１１６から供給された画像データに対して、 AF処
理部１４１は、被写体に焦点（ピント）を合わせる処理（いわゆる、オートフォーカス）
を行い、 AE処理部１４２は、被写体の明るさを基に露出を決定する処理（いわゆる、自動
露出）を行い、 AWB処理部１４３は、白色である予め定められたの基準の色を基に全体の
画像データを補正する処理（いわゆる、ホワイトバランス）を行う。
【００６２】
　圧縮伸張部１４４は、所定のカメラ信号処理により、種々の調整がされた画像データを
所定の圧縮方式で圧縮する。例えば、圧縮伸張部１４４は、画像データを JPEG（ Joint Ph
otographic Experts Group）方式で圧縮する。これにより、画像データのデータ量を減ら
してから、画像データを記録媒体１２５に記録することができる。
【００６３】
　また、圧縮伸張部１４４は、画像データが記録媒体１２５から読み出された場合、バス
１２６を介して、記録媒体１２５から供給される圧縮されている画像データを、その圧縮
の方式に応じた所定の伸張処理（解凍処理）を行うことで、画像データを伸張する。伸張
した画像データは、バス１２６を介して、ディスプレイコントローラ１２２に供給される
。
【００６４】
　 SDRAMコントローラ１４５は、 DSP１１７が実行するプログラムや各種データに基づいて
、 SDRAM１１８を制御することにより、一時的にそれらのプログラムや各種データを SDRAM
１１８に記憶させる。
【００６５】
　 SDRAM１１８は、 SDRAMコントローラ１４５の制御に基づいて、 DSP１１７が実行するプ
ログラムや各種データなどを適宜記憶する。例えば、 SDRAM１１８が、前処理回路１１６
から供給される画像データを一時的に記憶することで、 DSP１１７は、一時的に記憶され
た画像データに対して、所定のカメラ信号処理、および画像データを圧縮する処理を適用
して、圧縮された画像データを生成する。生成された画像データは、 SDRAM１１８から読
み出され、バス１２６を介して、ドライブコントローラ１２４に供給される。
【００６６】
　 CPU１１９は、レンズアイリスドライバ１１２、タイミング生成回路１１４、または DSP
１１７など、デジタルビデオカメラ１０１の各部を制御する。例えば、 CPU１１９は、画
像を撮像する場合、レンズアイリスドライバ１１２を制御して、光学ブロック１１１を動
作するようにする駆動信号を生成させて、生成した駆動信号を光学ブロック１１１に供給
することで、光学ブロック１１１を動作させる。
【００６７】
　また、 CPU１１９は、フラッシュ ROM（ Read Only Memory）１２１または RAM（ Random Ac
cess Memory）１２０に記憶されているプログラムに従って各種の処理を実行する。例え
ば、 CPU１１９は、フラッシュ ROM１２１に記憶されている制御プログラム（例えば、後述
する制御プログラム２０１）に従って各種の処理を実行する。
【００６８】
　 RAM１２０は、 CPU１１９が実行するプログラムや各種のデータなどが適宜記憶される。
フラッシュ ROM１２１は、 CPU１１９が実行するプログラムや各種のデータを記録する。こ
れらの CPU１１９、 RAM１２０、およびフラッシュ ROM１２１は、バス１２６により相互に
接続される。
【００６９】
　バス１２６には、さらに、 DSP１１７、ディスプレイコントローラ１２２、およびドラ
イブコントローラ１２４が接続されている。
【００７０】
　ディスプレイコントローラ１２２は、 DSP１１７から供給される画像データを基に、表
示部１２３に供給する画像信号を生成し、生成した画像信号を表示部１２３に供給する。
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ディスプレイコントローラ１２２は、画像信号を表示部１２３に供給することにより、表
示部１２３の表示を制御する。
【００７１】
　表示部１２３は、ディスプレイコントローラ１２２から供給される画像信号を基に、画
像信号に応じた画像を表示画面に表示する。
【００７２】
　なお、画像の表示の形態は、フラッシュ ROM１２１に記録された制御プログラム（例え
ば、後述する制御プログラム２０１）に従う。すなわち、ディスプレイコントローラ１２
２は、 CPU１１９の実行する制御プログラムに従って、表示部１２３の画面に表示する、
画像の表示の形態を決定する。
【００７３】
　表示部１２３は、カラー液晶表示部１５１およびタッチパネル１５２を含む。
【００７４】
　カラー液晶表示部１５１は、例えば、 LCD（ Liquid Crystal Display）などからなり、
ディスプレイコントローラ１２２から供給される画像信号を基に、画像信号に応じた画像
を表示する。これにより、例えば、記録媒体１２５に記録されている画像データに応じた
画像が、カラー液晶表示部１５１の画面に表示される。
【００７５】
　カラー液晶表示部１５１に重畳されたタッチパネル１５２は、カラー液晶表示部１５１
の画面を透過するようになされており、カラー液晶表示部１５１に表示された操作画面の
キーなどを選択するユーザの操作を受け付けて、その操作位置を示す位置情報を示す信号
を CPU１１９に供給する。
【００７６】
　ドライブコントローラ１２４は、記録媒体１２５に対応した所定のインターフェイスか
ら構成され、 DSP１１７から供給された画像データを記録媒体１２５に記録させるか、ま
たは記録媒体１２５に記録されている画像データを読み出して、 DSP１１７または CPU１１
９などに供給する。例えば、ドライブコントローラ１２４は、記録媒体１２５が光ディス
ク１６２の場合、その光ディスク１６２に対応した所定のインターフェイスで構成され、
DSP１１７から供給された画像データを光ディスク１６２に記録させる。
【００７７】
　記録媒体１２５は、例えば、磁気ディスク１６１（例えば、 HDD（ Hard Disk））、光デ
ィスク１６２（例えば、記録可能な CD（ Compact Disc）や記録可能な DVD（ Digital Versa
tile Disc））、光磁気ディスク１６３（例えば、 MD（ Mini-Disc）（商標））、または半
導体メモリ１６４（例えば、メモリーカード）などから構成され、着脱が可能である。
【００７８】
　 CPU１２７は、 CPU１１９から供給されたレジューム情報を RAM１２８に記憶させるか、
または RAM１２８に記憶されているレジューム情報を CPU１１９に供給する。すなわち、 CP
U１１９は、 CPU１２７と RAM１２８との間で、データの受け渡しを行う。また、 CPU１２７
は、リモコン受信部１２９から供給された信号（操作信号）を CPU１１９に供給する。な
お、 CPU１２７は、 CPU１１９と一体としてもよい。
【００７９】
　ここで、レジューム情報とは、再生種別とレジュームポイントからなる情報である。再
生種別には、例えば、動画（動画像）、静止画（静止画像）、プレイリストなどがあり、
動画は、 RAM１２８に記憶されている再生種別が動画であることを示し、静止画は、 RAM１
２８に記憶されている再生種別が静止画であることを示し、プレイリストは、 RAM１２８
に記憶されている再生種別が、動画または静止画から、好みのものを選択して任意の順序
で再生させるプレイリストであることを示す。また、レジュームポイントは、光ディスク
１６２の次回再生開始ポイントを指示する情報をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭
の再生ポイントから次回再生開始ポイントまでの時間として、再生種別ごとに、 RAM１２
８に記憶される。なお、レジュームポイントは、時間データ以外の形式であってよい。
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【００８０】
　 RAM１２８は、例えば、フラッシュメモリまたは EEPROM（ Electronically Erasable and
 Programmable Read Only Memory）などの不揮発性メモリなどから構成され、レジューム
情報などの CPU１１９が実行する各種のデータなどが適宜記憶される。
【００８１】
　リモコン受信部１２９は、ユーザの操作に対応してリモートコントローラ（以下、リモ
コンと称する）１３０から送信される制御信号を受信し、受信した制御信号に対応する信
号（操作信号）を、 CPU１２７を介して、 CPU１１９に供給する。
【００８２】
　リモコン１３０は、ユーザの操作により、制御信号を生成し、生成した制御信号をデジ
タルビデオカメラ１０１に供給する。
【００８３】
　図３は、 CPU１１９において実行される制御プログラム２０１の構成を示すブロック図
である。
【００８４】
　制御プログラム２０１は、例えば、フラッシュ ROM１２１に記憶される。また、制御プ
ログラム２０１は、フラッシュ ROM１２１から RAM１２０に適宜記憶され、 CPU１１９によ
り実行される。例えば、制御プログラム２０１は、再生種別判定部２１１から供給された
再生種別を基に、レジューム動画再生制御の処理、レジューム静止画再生制御の処理、ま
たはレジュームプレイリスト再生制御の処理を実行する。
【００８５】
　再生種別判定部２１１は、ユーザの操作を基に、再生種別が、動画、静止画、またはプ
レイリストのいずれかであるかを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果であ
る再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【００８６】
　例えば、再生種別判定部２１１は、ユーザの操作により、ドライブ（図示せず）から、
光ディスク１６２が取り出されるか、動画が記録されるか、または動画タブ（例えば、後
述する動画タブ３０６）が選択された場合の操作画面（以下、ビジュアルインデックス画
面と称する）が表示された場合、再生種別が動画であると判定し、動画である再生種別を
レジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【００８７】
　また、例えば、再生種別判定部２１１は、ユーザの操作により、静止画が記録されるか
、または静止画タブ（例えば、後述する静止画タブ３０７）が選択された場合のビジュア
ルインデックス画面が表示された場合、再生種別が静止画であると判定し、静止画である
再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【００８８】
　さらに、例えば、再生種別判定部２１１は、プレイリストタブ（例えば、後述するプレ
イリストタブ３０８）が選択された場合のビジュアルインデックス画面が表示された場合
、再生種別がプレイリストであると判定し、プレイリストである再生種別をレジューム情
報記憶制御部２１２に供給する。
【００８９】
　また、再生種別判定部２１１は、 RAM１２８に記憶されている再生種別を取得し、取得
した再生種別を基に、再生種別が、動画、静止画、またはプレイリストのいずれかである
かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定の結果として、再生種別を制御プログラム
２０１に供給する。
【００９０】
　例えば、再生種別判定部２１１は、 RAM１２８に記憶されている再生種別が動画である
場合、取得した再生種別を基に、再生種別が動画であると判定し、動画である判定種別を
制御プログラム２０１に供給する。
【００９１】
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　レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給された再生種別を
基に、再生種別を RAM１２８に記憶させる。
【００９２】
　例えば、 RAM１２８に記憶されている再生種別が静止画に設定されている場合、レジュ
ーム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給された動画である再生種別
を基に、再生種別を静止画から動画に変更して設定し、 RAM１２８に記憶させる。
【００９３】
　また、レジューム情報記憶制御部２１２は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された
光ディスク１６２に記録されている画像データおよびタッチパネル１５２から供給された
信号を基に、次回再生開始ポイントとして、レジュームポイントを RAM１２８に記憶させ
る。
【００９４】
　ここで、レジュームポイントとは、上述したように、光ディスク１６２の次回再生開始
ポイントを指示する情報をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから次
回再生開始ポイントまでの時間として、 RAM１２８に記憶される。なお、レジュームポイ
ントは、時間データ以外の形式であってよい。
【００９５】
　例えば、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザにより動画のチャプターの再生途
中（例えば、時刻 taである時刻）で停止キー（例えば、後述する停止キー４０１）が触れ
られた場合、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されてい
る動画の画像データおよびタッチパネル１５２から供給された信号を基に、チャプターの
途中の時刻 taである時刻を示す情報をレジュームポイントとして、 RAM１２８に記憶させ
る。
【００９６】
　また、例えば、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザにより静止画のチャプター
の再生途中で停止キー（図示せず）が触れられた場合、デジタルビデオカメラ１０１に装
着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データおよびタッチパネル１５
２から供給された信号を基に、再生途中である静止画のチャプターを示す情報をレジュー
ムポイントとして、 RAM１２８に記憶させる。
【００９７】
　さらに、レジューム情報記憶制御部２１２は、デジタルビデオカメラ１０１に装着され
た光ディスク１６２に記録されている画像データを基に、 RAM１２８に記憶されているレ
ジュームポイントを削除する。
【００９８】
　すなわち、レジューム情報記憶制御部２１２は、動画の再生の終端に到達した場合、画
像データをレジューム再生させる必要がなくなるので（次の再生では、光ディスク１６２
の先頭の再生ポイントから再生を開始させるので）、 RAM１２８に記憶されているレジュ
ームポイントを削除する。
【００９９】
　例えば、レジューム情報記憶制御部２１２は、 RAM１２８に記憶されているチャプター
の再生途中の時刻 taである時刻を示すレジュームポイントを削除する。
【０１００】
　画面表示制御部２１３、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に
記録されている画像データおよび RAM１２８に記憶されているレジューム情報（再生種別
およびレジュームポイント）を基に、サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させる
ことで、動画タブが選択されたビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に
表示させる。また、画面表示制御部２１３は、サムネイル表示領域に表示されている所定
のサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させる。
【０１０１】
　例えば、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディス
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ク１６２に記録されている動画の画像データ、並びに RAM１２８に記憶されている動画で
ある再生種別およびチャプターの途中の時刻 taである時刻を示すレジュームポイントを基
に、サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域に表示され
たサムネイル画像のうち、１つのサムネイル画像に対して、レジュームアイコン（例えば
、後述するレジュームアイコン３０２）を表示させることで、動画タブが選択されたビジ
ュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。
【０１０２】
　また、例えば、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光
ディスク１６２に記録されている静止画の画像データ、並びに RAM１２８に記憶されてい
る静止画である再生種別および再生途中である静止画のチャプターを示すレジュームポイ
ントを基に、サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域に
表示されたサムネイル画像のうち、１つのサムネイル画像に対して、レジュームアイコン
（例えば、後述するレジュームアイコン３２２）を表示させることで、静止画タブが選択
されたビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。
【０１０３】
　操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される信号を基に、ユーザが動画タ
ブが選択されたビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域に表示されているサム
ネイル画像を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０１０４】
　例えば、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される信号を基に、ユーザ
が動画タブが選択されたビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域に表示されて
いるサムネイル画像を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
また、例えば、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される信号を基に、ユ
ーザが動画を再生する再生画面の停止キー（例えば、後述する停止キー４０１）を触れた
か（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０１０５】
　また、操作判定部２１４は、リモコン受信部１２９から供給された信号を基に、ユーザ
により、リモコン１３０の操作がされたか否かを判定する。
【０１０６】
　例えば、操作判定部２１４は、リモコン受信部１２９から供給された信号を基に、ユー
ザにより、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー（例えば、後述する再生 (PLAY)キー２５９）
が押下されたか否かを判定する。
【０１０７】
　さらに、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される信号を基に、ユーザ
により、ビジュアルインデックス画面を表示させる操作がされたか否かを判定する。
【０１０８】
　例えば、操作判定部２１４は、ユーザにより、ビジュアルインデックス画面の動画タブ
、静止画タブ、またはプレイリストタブのいずれかが選択された場合、タッチパネル１５
２から供給される信号を基に、いずれかのビジュアルインデックス画面を表示させる処理
がされたと判定する。
【０１０９】
　レジューム情報判定部２１５は、ユーザにより触れられたサムネイル領域に表示されて
いるサムネイル画像にレジュームアイコンが重畳されているか否かを判定する。なお、レ
ジューム情報判定部２１５は、 RAM１２８に記憶されているレジュームポイントを基に、
レジュームポイントとして記憶されている時刻が、サムネイル画像に対応した画像データ
が再生される時間に含まれるか否かを判定するようにしてもよい。
【０１１０】
　例えば、レジューム情報判定部２１５は、動画タブが選択されたビジュアルインデック
ス画面のサムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像のうち、ユーザにより触れ
られたサムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像にレジュームアイコン（例え
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ば、後述するレジュームアイコン３０２）が重畳されているか否かを判定する。
【０１１１】
　再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記
録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶されているレジュームポイントを
基に、前回の操作で動画を停止した時刻（位置）から、動画の再生を再開させる。
【０１１２】
　例えば、再生処理部２１６は、動画の画像データおよび RAM１２８に記憶されているレ
ジュームポイントに含まれるチャプターの途中の時刻 taである時刻を基に、前回の操作で
動画を停止した時刻 taである時刻から、動画の再生を開始させる。すなわち、チャプター
の途中の時刻 taである時刻から、動画の再生が開始される。
【０１１３】
　また、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６
２に記録されている動画の画像データを基に、ユーザにより触られたサムネイル表示領域
に表示されているサムネイル画像に対応したチャプターの先頭から動画の再生を開始させ
る。
【０１１４】
　さらに、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１
６２に記録されている静止画の画像データおよび RAM１２８に記憶されているレジューム
ポイントを基に、前回の操作で静止画を停止した時刻（位置）から、静止画の再生を再開
させる。
【０１１５】
　例えば、再生処理部２１６は、静止画の画像データおよび RAM１２８に記憶されている
再生途中である静止画のチャプターを示すレジュームポイントを基に、前回の操作で静止
画を停止したチャプターから、静止画の再生を再開させる。
【０１１６】
　また、再生処理部２１６は、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示されて
いるサムネイル画像に対応した静止画を再生させる。
【０１１７】
　図４は、リモコン１３０の外観の一例を示している。リモコン１３０に設けられたスタ
ート /ストップ（ START/STOP）キー２５１は、動画撮像モードにおいては撮影の開始また
は停止を指示するために、静止画撮像モードにおいては撮像タイミングを指示するときに
操作される。ズームキー２５２は、ズームインまたはズームアウトを指示するときに操作
される。フォト (PHOTO)キー２５３は、動画撮影モードから静止画撮影モードへの切り換
えを指示するときに操作される。データコードキー（ DATACODE）２５４は、例えば、撮像
した日付の情報やデジタルビデオカメラ１０１の機器の情報を表示させるときに操作され
る。
【０１１８】
　逆方向スキャンキー２５５は、逆方向のスキャンまたはスロー再生を指示するときに操
作される。順方向スキャンキー２５６は、順方向のスキャンまたはスロー再生を指示する
ときに操作される。
【０１１９】
　プリビアスキー２５７は、逆方向の頭出しを指示するときに操作される。ネクストキー
２５８は、順方向の頭出しを指示するときに操作される。再生 (PLAY)キー２５９は、選択
されている動画または静止画の再生を指示するときに操作される。一時停止 (PAUSE)キー
２６０は、動画の再生の一時停止を指示するときに操作される。停止 (STOP)キー２６１は
、動画の再生の停止を指示するときに操作される。ビジュアルインデックスキー（ VISUAL
 INDEX）２６２は、ビジュアルインデックス画面を表示させるときに操作される。
【０１２０】
　移動キー２６３－１乃至移動キー２６３－４は、操作画面上の選択位置（ハイライト表
示の位置）を上下左右に移動させるときに操作される。決定 (ENTER)キー２６４は、移動
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キー２６３－１乃至移動キー２６３－４によって示されている選択位置を確定するときに
操作される。ディスプレイ（ DISPLAY）キー２６５は、カラー液晶表示部１５１の表示を
切り換えるときに操作される。
【０１２１】
　次に、図５および図６を参照して、再生種別の詳細について説明する。上述したように
、再生種別には、例えば、動画、静止画、またはプレイリストなどがある。
【０１２２】
　まず、図５を参照して、操作画面（ビジュアルインデックス画面）を表示するデジタル
ビデオカメラ１０１のカラー液晶表示部１５１の画面の表示例について説明する。
【０１２３】
　図中左上に示される画面は、動画タブ３０６が選択されている場合の操作画面（以下、
動画のビジュアルインデックス画面と称する）の表示例であり、図中右上に示される画面
は、静止画タブ３０７が選択されている場合の操作画面（以下、静止画のビジュアルイン
デックス画面と称する）の表示例であり、図中左下に示されている画面は、プレイリスト
タブ３０８が選択されている場合の操作画面（以下、プレイリストのビジュアルインデッ
クス画面と称する）の表示例である。
【０１２４】
　このように、デジタルビデオカメラ１０１は、撮影の際、録画スタートからストップま
でを１チャプターとして記録し、そのチャプターに対応したサムネイル画像をビジュアル
インデックス画面により一覧で表示させるので、ユーザは、ビジュアルインデックス画面
に表示されているサムネイル画像から、見たいシーンを選ぶだけですぐに再生させること
ができる。すなわち、撮影日時などの文字情報だけではわかりにくい光ディスク１６２に
記録されている画像データの内容であっても、ビジュアルインデックス画面に、チャプタ
ーに対応したサムネイル画像の一覧を表示させることで、より直感的に光ディクス１６２
に記録されている内容を知ることができる。
【０１２５】
　はじめに、図中左上に示される画面を参照して、動画のビジュアルインデックス画面に
ついて説明する。
【０１２６】
　図中左上の動画のビジュアルインデックス画面において、サムネイル表示領域３０１－
１乃至サムネイル表示領域３０１－６には、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光
ディスク１６２に記録されている画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像が表示さ
れている。
【０１２７】
　サムネイル表示領域３０１－１およびサムネイル表示領域３０１－３乃至サムネイル表
示領域３０１－６に表示されているサムネイル画像は、ユーザにより触れられる（タッチ
パネル１５２が押圧される）と、触れられたサムネイル表示領域に表示されているサムネ
イル画像に対応したチャプターの先頭から、動画の再生が開始される。
【０１２８】
　また、サムネイル表示領域３０１－２に表示されているサムネイル画像に重畳されてい
るレジュームアイコン３０２は、サムネイル表示領域３０１－２に表示されているサムネ
イル画像がユーザにより触れられる（タッチパネル１５２が押圧される）と、サムネイル
表示領域３０１－２に表示されているサムネイル画像に対応したチャプターの再生を途中
で停止した場所の続きから動画の再生を行うことを示す（すなわち、レジューム再生を行
うことを示す）。
【０１２９】
　このように、ユーザは、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１
－６に表示されているサムネイル画像のいずれかに重畳されているレジュームアイコン３
０２を確認することにより、より直感的に、動画の再生を途中で停止した場所を知ること
ができる。
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【０１３０】
　上スクロールボタン３０３は、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域
３０１－６に表示されるサムネイル画像を上方向にスクロールさせるときに操作される。
操作の方法としては、ユーザがリモコン１３０の操作キー２６３－１乃至操作キー２６３
－４を操作して、ハイライト表示を上スクロールボタン３０３まで移動させた後に決定キ
ー２６４を操作するか、またはカラー液晶表示部１５１に表示された上スクロールボタン
３０３（実際には、タッチパネル１５２）に接触すればよい。なお、以下に説明する他の
ボタンについても上スクロールボタン３０３と同様である。
【０１３１】
　下スクロールボタン３０４は、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域
３０１－６に表示されるサムネイル画像を下方向にスクロールさせるときに操作される。
スライドバー３０５は、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－
６に表示されるサムネイル画像を、上方向または下方向にスクロールさせるときにスライ
ドされる。
【０１３２】
　動画タブ３０６は、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６
に、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の
画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像を表示させるときに操作される。静止画タ
ブ３０７は、後述するサムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１－６
に、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている静止画
の画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像を表示させるときに操作される。プレイ
リストタブ３０８は、後述するサムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領域３
４１－６に、動画または静止画から、好みのものを選択して任意の順序で再生させるため
のプレイリストを表示させるときに操作される。
【０１３３】
　すなわち、ビジュアルインデックス画面においては、ユーザにより、動画タブ３０６、
静止画タブ３０７、またはプレイリストタブ３０８のいずれかが選択される。なお、図中
左上の動画のビジュアルインデックス画面においては、動画タブ３０６が選択されている
。
【０１３４】
　編集ボタン３０９は、ユーザにより、例えば、不要なシーン（チャプター）の削除や、
動画や静止画を任意の順番に並べ替えるプレイリスト編集を行うときに操作される。
【０１３５】
　光ディスク情報３１０は、デジタルビデオカメラ１０１に装着されている光ディスク１
６２の情報を表示する。例えば、デジタルビデオカメラ１０１に DVD-RW（ DVD Specificat
ions for Re-recordable Disc）が装着されている場合、光ディスク情報３１０として、
“ -RW”である光ディスク１６２の種類および“ VR”である記録フォーマットが表示され
る。
【０１３６】
　メニューボタン３１１は、ユーザにより、メニュー画面を表示させるときに操作される
。
【０１３７】
　また、カラー液晶表示部１５１に表示されるビジュアルインデックス画面におけるハイ
ライト表示（図示せず）であるが、ビジュアルインデックス画面においては、リモコン１
３０を用いたユーザの操作位置を示すためにハイライト表示が行われる。すなわち、リモ
コン１３０の移動キー２６３－１乃至移動キー２６３－４を用いた操作が行われた場合、
ビジュアルインデックス画面上の所定の位置（最終操作位置、または初期位置）のハイラ
イト表示が行われる。そして、リモコン１３０を用いた操作が継続している期間は、ビジ
ュアルインデックス画面上の操作に対応する位置のハイライト表示が行われ、ユーザがタ
ッチパネル１５２に対して操作を行った場合、またはリモコン１３０を用いた操作が所定
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の期間行われなかった場合、ビジュアルインデックス画面上の所定の位置のハイライト表
示は解除される。
【０１３８】
　次に、図中右上のビジュアルインデックス画面を参照して、静止画のビジュアルインデ
ックスの画面について説明する。図中右上の静止画のビジュアルインデックス画面におい
て、図中左上の動画のビジュアルインデックス画面と同様の部分には、同一の符号が付し
てあり、その説明は（適宜）省略する。
【０１３９】
　図中右上の静止画のビジュアルインデックス画面において、サムネイル表示領域３２１
－１乃至サムネイル表示領域３２１－６には、デジタルビデオカメラ１０１に装着された
光ディスク１６２に記録されている画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像が表示
されている。
【０１４０】
　サムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１－６に表示されているサ
ムネイル画像は、ユーザにより触れられる（タッチパネル１５２が押圧される）と、触れ
られたサムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像に対応した静止画の再生が開
始される。
【０１４１】
　また、サムネイル表示領域３２１－５に表示されているサムネイル画像に重畳されてい
るレジュームアイコン３２２は、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー
２５９が押下されると、サムネイル表示領域３２１－５に表示されているサムネイル画像
に対応した静止画から再生を開始させることを示す。
【０１４２】
　このように、ユーザは、サムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１
－６に表示されているサムネイル画像のいずれかに重畳されているレジュームアイコン３
２２を確認することにより、より直感的に、静止画の再生を途中で停止した場所を知るこ
とができる。
【０１４３】
　次に、図中左下のビジュアルインデックス画面を参照して、プレイリストのビジュアル
インデックスの画面について説明する。図中左下のプレイリストのビジュアルインデック
ス画面において、図中左上の動画のビジュアルインデックス画面と同様の部分には、同一
の符号が付してあり、その説明は（適宜）省略する。
【０１４４】
　図中左下のプレイリストのビジュアルインデックス画面において、サムネイル表示領域
３４１－１乃至サムネイル表示領域３４１－６には、デジタルビデオカメラ１０１に装着
された光ディスク１６２に記録されている画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像
が表示されている。
【０１４５】
　サムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領域３４１－６に表示されているサ
ムネイル画像は、動画の場合、ユーザにより触れられる（タッチパネル１５２が押圧され
る）と、触れられたサムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像に対応したチャ
プターの先頭から、動画の再生が開始され、静止画の場合、ユーザにより触れられる（タ
ッチパネル１５２が押圧される）と、触れられたサムネイル表示領域に表示されているサ
ムネイル画像に対応した静止画の再生が開始される（いわゆる、スライドショーにより再
生される）。
【０１４６】
　また、サムネイル表示領域３４１－２に表示されているサムネイル画像に重畳されてい
るレジュームアイコン３４２は、動画の場合、サムネイル表示領域３４１－２に表示され
ているサムネイル画像がユーザにより触れられる（タッチパネル１５２が押圧される）と
、サムネイル表示領域３４１－２に表示されているサムネイル画像に対応したチャプター
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の再生を途中で停止した場所の続きから動画の再生を行うことを示し、静止画の場合、ユ
ーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー２５９が押下されると、サムネイル
表示領域３４１－２に表示されているサムネイル画像に対応した静止画から再生を開始さ
せることを示す。
【０１４７】
　このように、ユーザは、サムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領域３４１
－６に表示されているサムネイル画像のいずれかに重畳されているレジュームアイコン３
４２を確認することにより、より直感的に、動画や静止画の再生を途中で停止した場所を
知ることができる。
【０１４８】
　また、動画、静止画、およびプレイリストのそれぞれに対するレジュームポイントを RA
M１２８に記憶しているので、動画、静止画、またはプレイリストのそれぞれに関して、
次回再生開始ポイントから再生を開始することができる。その結果、デジタルビデオカメ
ラ１０１によるレジューム再生の操作性を向上させることができる。
【０１４９】
　次に、図６のフローチャートを参照して、再生種別設定制御の処理について説明する。
【０１５０】
　ステップＳ１１において、再生種別判定部２１１は、ユーザの操作により、ドライブか
ら、光ディスク１６２が取り出されたか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定
した結果である再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１５１】
　ステップＳ１１において、光ディスク１６２がドライブから取り出されたと判定された
場合、ステップＳ１２に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１
１から供給された再生種別を基に、再生種別を動画に設定して、 RAM１２８に記憶させる
。
【０１５２】
　例えば、 RAM１２８に記憶されている再生種別が静止画に設定されている場合、ステッ
プＳ１２において、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給
された動画である再生種別を基に、再生種別を静止画から動画に変更して設定し、 RAM１
２８に記憶させる。
【０１５３】
　一方、ステップＳ１１において、光ディスク１６２がドライブから取り出されていない
と判定された場合、ステップＳ１３に進み、再生種別判定部２１１は、ユーザの操作によ
り、動画が記録されたか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果である
再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１５４】
　ステップＳ１３において、動画が記録されたと判定された場合、ステップＳ１２に進み
、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給された再生種別を
基に、再生種別を動画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１５５】
　例えば、ユーザがデジタルビデオカメラ１０１を動画撮像モードで動作させて、被写体
を撮像した場合、ステップＳ１２において、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種
別判定部２１１から供給された動画である再生種別を基に、再生種別を動画に設定して、
RAM１２８に記憶させる。
【０１５６】
　一方、ステップＳ１３において、動画が記録されていないと判定された場合、ステップ
Ｓ１４に進み、再生種別判定部２１１は、動画のビジュアルインデックス画面が表示され
たか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果である再生種別をレジュー
ム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１５７】
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　ステップＳ１４において、動画のビジュアルインデックス画面が表示されたと判定され
た場合、ステップＳ１２に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２
１１から供給された再生種別を基に、再生種別を動画に設定して、 RAM１２８に記憶させ
る。
【０１５８】
　例えば、ユーザの操作により、動画タブ３０６が選択されて動画のビジュアルインデッ
クス画面が表示された場合、ステップＳ１２において、レジューム情報記憶制御部２１２
は、再生種別判定部２１１から供給された動画である再生種別を基に、再生種別を動画に
設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１５９】
　一方、ステップＳ１４において、動画のビジュアルインデックス画面が表示されていな
いと判定された場合、ステップＳ１５に進み、再生種別判定部２１１は、ユーザの操作に
より、静止画が記録されたか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果で
ある再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１６０】
　ステップＳ１５において、静止画が記録されたと判定された場合、ステップＳ１６に進
み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給された再生種別
を基に、再生種別を静止画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１６１】
　例えば、 RAM１２８に記憶されている再生種別が動画に設定されている場合、ステップ
Ｓ１６において、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給さ
れた静止画である再生種別を基に、再生種別を動画から静止画に変更して設定し、 RAM１
２８に記憶させる。
【０１６２】
　具体的には、例えば、ユーザがデジタルビデオカメラ１０１を静止画撮像モードで動作
させて、被写体を撮像した場合、ステップＳ１６において、レジューム情報記憶制御部２
１２は、再生種別判定部２１１から供給された静止画である再生種別を基に、再生種別を
静止画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１６３】
　一方、ステップＳ１５において、静止画が記録されていないと判定された場合、ステッ
プＳ１７に進み、再生種別判定部２１１は、静止画のビジュアルインデックス画面が表示
されたか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果である再生種別をレジ
ューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１６４】
　ステップＳ１７において、静止画のビジュアルインデックス画面が表示されたと判定さ
れた場合、ステップＳ１６に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部
２１１から供給された再生種別を基に、再生種別を静止画に設定して、 RAM１２８に記憶
させる。
【０１６５】
　例えば、ユーザの操作により、静止画タブ３０７が選択されて静止画のビジュアルイン
デックス画面が表示された場合、ステップＳ１６において、レジューム情報記憶制御部２
１２は、再生種別判定部２１１から供給された静止画である再生種別を基に、再生種別を
静止画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１６６】
　一方、ステップＳ１７において、静止画のビジュアルインデックス画面が表示されてい
ないと判定された場合、ステップＳ１８に進み、再生種別判定部２１１は、プレイリスト
のビジュアルインデックス画面が表示されているか否かを判定する。再生種別判定部２１
１は、判定した結果である再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１６７】
　ステップＳ１８において、プレイリストのビジュアルインデックス画面が表示されてい
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ると判定された場合、ステップＳ１９に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生
種別判定部２１１から供給された再生種別を基に、再生種別をプレイリストに設定して、
RAM１２８に記憶させる。
【０１６８】
　例えば、 RAM１２８に記憶されている再生種別が動画に設定されている場合、ステップ
Ｓ１９において、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給さ
れたプレイリストである再生種別を基に、再生種別を動画からプレイリストに変更して設
定し、 RAM１２８に記憶させる。
【０１６９】
　具体的には、例えば、ユーザの操作により、プレイリストタブ３０８が選択されてプレ
イリストのビジュアルインデックス画面が表示された場合、ステップＳ１９において、レ
ジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給されたプレイリストで
ある再生種別を基に、再生種別をプレイリストに設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１７０】
　一方、ステップＳ１８において、プレイリストのビジュアルインデックス画面が表示さ
れていないと判定された場合、ステップＳ２０に進み、再生種別判定部２１１は、ユーザ
により編集操作が実行されたか否かを判定する。再生種別判定部２１１は、判定した結果
である再生種別をレジューム情報記憶制御部２１２に供給する。
【０１７１】
　ステップＳ２０において、編集操作が実行されたと判定された場合、ステップＳ１２の
処理、ステップＳ１６の処理、またはステップＳ１９の処理のうち、いずれかの処理を実
行して最適な再生種別を設定し、 RAM１２８に記憶させる。
【０１７２】
　例えば、ステップＳ２０において、ユーザにより、動画を削除するか、または動画を分
割する編集処理が実行されたと判定された場合、ステップＳ１２に進み、レジューム情報
記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給された動画である再生種別を基に、
再生種別を動画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１７３】
　また、例えば、ステップＳ２０において、ユーザにより、静止画を削除する編集処理が
実行されたと判定された場合、ステップＳ１６に進み、レジューム情報記憶制御部２１２
は、再生種別判定部２１１から供給された静止画である再生種別を基に、再生種別を静止
画に設定して、 RAM１２８に記憶させる。
【０１７４】
　さらに、例えば、ステップＳ２０において、ユーザにより、動画若しくは静止画をプレ
イリストに追加するか、プレイリストを消去するか、またはプレイリストの中のチャプタ
ーを移動若しくは分割する編集処理が実行されたと判定された場合、ステップＳ１９に進
み、レジューム情報記憶制御部２１２は、再生種別判定部２１１から供給されたプレイリ
ストである再生種別を基に、再生種別をプレイリストに設定して、 RAM１２８に記憶させ
る。
【０１７５】
　一方、ステップＳ２０において、編集操作が実行されていないと判定された場合、ステ
ップＳ１１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０１７６】
　次に、図７乃至図９を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１による動画のレ
ジューム再生機能を説明する。
【０１７７】
　まず、図７を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１の再生停止操作について
説明する。また、図７で示される例において、図５に示す場合と同様の部分には、同一の
符号が付してあり、その説明は（適宜）省略する。
【０１７８】
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　図７の上側は、左側のデジタルビデオカメラ１０１のカラー液晶表示部１５１に表示さ
れる操作画面（ビジュアルインデックス画面）と、右側の動画を再生している画面（以下
、再生画面と称する）とを示している。
【０１７９】
　また、図７の下側の四角は、デジタルビデオカメラ１０１により撮像した動画のチャプ
ターを時系列に並べたものを示す。すなわち、デジタルビデオカメラ１０１は、録画スタ
ートからストップまでを１つのキャプチャー（かたまり）として記録するので、図７の下
側の四角のそれぞれは、左から撮像した時間が古い順に、チャプター１、チャプター２、
チャプター３、チャプター４、チャプター５、チャプター６、チャプター７、チャプター
８、チャプター９のように時系列で並んでいる。言い換えれば、ユーザは、録画スタート
をしてから、ストップするまでの操作を９回繰り返したことになる。
【０１８０】
　なお、四角の横の長さが長いほど撮像時間が長いことを示し、それに対して、四角の長
さが短いほど撮像時間が短いことを示す。
【０１８１】
　図中左上の動画のビジュアルインデックス画面において、サムネイル表示領域３０１－
１乃至サムネイル表示領域３０１－６には、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光
ディスク１６２に記録されている画像データにそれぞれ対応するサムネイル画像が表示さ
れている。動画のビジュアルインデックス画面においては、動画タブ３０６が選択されて
いる。
【０１８２】
　また、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６に表示されて
いるサムネイル画像は、図７の下側の四角で示されるチャプターに対応している。具体的
には、サムネイル表示領域３０１－１に表示されているサムネイル画像は、チャプター１
と対応しており、チャプター１の四角の左側の端が録画をスタートした時刻となり、四角
の右側の端が録画をストップした時刻となる。同様に、サムネイル表示領域３０１－２乃
至サムネイル表示領域３０１－６に表示されているサムネイル画像のそれぞれは、チャプ
ター２乃至チャプター６のそれぞれと対応している。
【０１８３】
　さらに、図示はしていないが、上スクロールボタン３０３により、サムネイル表示領域
３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６に表示されるサムネイル画像を上方向にス
クロールさせたときに、サムネイル表示領域３０１－４乃至サムネイル表示領域３０１－
６に表示されるサムネイル画像のそれぞれは、チャプター７乃至チャプター９のそれぞれ
と対応している。
【０１８４】
　また、図中左上の動画のビジュアルインデックス画面においては、レジューム情報に動
画の再生を途中で停止した場所の情報（レジュームポイント）の情報が含まれていないの
で、チャプター１の先頭から動画を再生することとなり、サムネイル表示領域３０１－１
に表示されているサムネイル画像に対して、レジュームアイコン３０２が重畳されている
。
【０１８５】
　動画のビジュアルインデックス画面において、ユーザの操作により、サムネイル表示領
域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６に表示されているサムネイル画像のうち
、サムネイル表示領域３０１－３に表示されているサムネイル画像が触れられることで（
タッチパネル１５２が押圧されることで）、サムネイル表示領域３０１－３に表示されて
いるサムネイル画像と対応しているチャプター３から動画の再生が開始する（図中右上の
再生画面）。すなわち、チャプター３の録画をスタートした時刻 t1である時刻から、動画
の再生が開始する。
【０１８６】
　図中右上の再生画面は、チャプター３の時刻 t1から再生される動画を示す。また、停止
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キー４０１は、動画データの再生の停止を指示するときに操作される。プリビアスキー４
０２は、逆方向の頭出しを指示するときに操作される。再生 /一時停止キー４０３は、選
択されている動画データの再生を指示するときに操作されるか、または動画データの再生
の一時停止を指示するときに操作される。ネクストキー４０４は、順方向の頭出しを指示
するときに操作される。セットアップ（ SET UP）キー４０５は、設定を行うときに操作さ
れる。
【０１８７】
　ここで、時刻 t1から時刻 t2までの間（チャプター３からチャプター６の途中まで）、動
画を再生し続けた後、ユーザの操作により、図中右上の再生画面に表示されているキーの
うち、停止キー４０１が触れられることで（タッチパネル１５２が押圧されることで）、
動画は停止し、図中左下の動画のビジュアルインデックス画面に遷移する。
【０１８８】
　このとき、サムネイル表示領域３０１－６のサムネイル画像上には、チャプター６の途
中で停止キー４０１が触れられたので、レジュームアイコン３０２が表示される。また、
チャプター６の途中（時刻 t2である時刻）で停止キー４０１が触れられたことで、時刻 t2
である時刻に、レジュームポイントとして、ハッチングを施した領域が示されている。な
お、レジューム情報記憶制御部２１２は、このレジュームポイント（例えば、時刻 t2であ
る時刻）を RAM１２８に記憶させる。
【０１８９】
　このように、ユーザにより停止操作されると（停止キー４０１が触れられると）、図中
左下の動画のビジュアルインデックス画面に戻るので、ユーザは、サムネイル表示領域３
０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６のサムネイル画像上のいずれかに表示されて
いるレジュームアイコン３０２を確認することにより（再生を途中で停止した場所がわか
るので）、動画を停止した場所の続きから再開することができる。
【０１９０】
　次に、図８を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１のレジューム再生機能に
ついて説明する。
【０１９１】
　図８の上側は、左側のデジタルビデオカメラ１０１のカラー液晶表示部１５１に表示さ
れるビジュアルインデックス画面と、右側の再生画面とを示している。また、図８の下側
の四角は、デジタルビデオカメラ１０１により撮像した動画のチャプターを時系列に並べ
たものを示す。
【０１９２】
　また、図７に示す場合と同様の部分には、同一の符号が付してあり、その説明は（適宜
）省略する。すなわち、図８で示される例は、図７を参照して説明した本発明のデジタル
ビデオカメラ１０１の再生停止操作により、チャプター６の途中（時刻 t2である時刻）で
停止キー４０１が触れられたことで、時刻 t2である時刻に、レジュームポイントとして、
ハッチングを施した領域が示されている。
【０１９３】
　ここで、ユーザの操作により、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域
３０１－６に表示されているサムネイル画像のうち、サムネイル表示領域３０１－６に表
示されているレジュームアイコン３０２が重畳されたサムネイル画像が触れられることで
（タッチパネル１５２が押圧されることで）、サムネイル表示領域３０１－６に表示され
ているサムネイル画像と対応しているチャプター６の途中から動画の再生が開始される。
すなわち、前回の操作で動画を停止したチャプター６の途中の時刻 t2である時刻から、動
画の再生が再開される。
【０１９４】
　このように、ユーザは、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１
－６のサムネイル画像のいずれかに表示されているレジュームアイコン３０２を確認する
ことにより、より直感的に、動画の再生を途中で停止した場所を知ることができる。
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【０１９５】
　次に、図９を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１の再生機能について説明
する。
【０１９６】
　図９の上側は、左側のデジタルビデオカメラ１０１のカラー液晶表示部１５１に表示さ
れるビジュアルインデックス画面と、右側の再生画面とを示している。また、図９の下側
の四角は、デジタルビデオカメラ１０１により撮像した動画のチャプターを時系列に並べ
たものを示す。
【０１９７】
　また、図７に示す場合と同様の部分には、同一の符号が付してあり、その説明は（適宜
）省略する。すなわち、図９で示される例は、図７を参照して説明した本発明のデジタル
ビデオカメラ１０１の再生停止操作により、チャプター６の途中（時刻 t2である時刻）で
停止キー４０１が触れられたことで、時刻 t2である時刻に、レジュームポイントとして、
ハッチングを施した領域が示されている。
【０１９８】
　ここで、ユーザの操作により、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域
３０１－６に表示されているサムネイル画像のうち、サムネイル表示領域３０１－５に表
示されているレジュームアイコン３０２が重畳されていないサムネイル画像が触れられる
ことで（タッチパネル１５２が押圧されることで）、サムネイル表示領域３０１－５に表
示されているサムネイル画像と対応しているチャプター５の先頭から動画の再生が開始さ
れる。すなわち、チャプター５の先頭の時刻 t3である時刻から、動画の再生が開始される
。
【０１９９】
　言い換えれば、ユーザの操作により、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表
示領域３０１－６に表示されているサムネイル画像のうち、レジュームアイコン３０２が
表示されていないサムネイル画像が触れられた（タッチパネル１５２が押圧された）場合
、その触れられたサムネイル画像に対応したチャプターの先頭から動画の再生が開始され
る。
【０２００】
　また、図７乃至図９を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１による動画のレ
ジューム再生機能について説明したが、本発明のデジタルビデオカメラ１０１においては
、同様に、静止画とプレイリストについてもレジューム再生をすることができる。次に、
図１０乃至図１３のフローチャートを参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１に
よる動画、静止画、およびプレイリストのレジューム再生機能について説明する。
【０２０１】
　まず、図１０のフローチャートを参照して、レジューム再生制御の処理について説明す
る。
【０２０２】
　ステップＳ１０１において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザにより、ビジュアルインデックス画面を表示させる操作がされたか否
かを判定する。
【０２０３】
　例えば、ステップＳ１０１において、操作判定部２１４は、ユーザにより、ビジュアル
インデックス画面の動画タブ３０６、静止画タブ３０７、またはプレイリストタブ３０８
のうち、動画タブ３０６が選択された場合、タッチパネル１５２から供給される信号を基
に、動画のビジュアルインデックス画面を表示させる処理がされたと判定する。
【０２０４】
　ステップＳ１０１において、ビジュアルインデックス画面を表示させる操作がされてい
ないと判定された場合、ステップＳ１０１の処理に戻り、ビジュアルインデックス画面を
表示させる操作がされるまで、上述した処理を繰り返す。
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【０２０５】
　ステップＳ１０１において、ビジュアルインデックス画面を表示させる操作がされたと
判定された場合、ステップＳ１０２に進み、再生種別判定部２１１は、 RAM１２８に記憶
されている再生種別を取得し、 RAM１２８から取得した再生種別が動画であるか否かを判
定する。
【０２０６】
　ステップＳ１０２において、 RAM１２８から取得した再生種別が動画であると判定され
た場合、ステップＳ１０３に進み、再生種別判定部２１１は、判定の結果として、動画で
ある再生種別を制御プログラム２０１に供給する。制御プログラム２０１は、再生種別判
定部２１１から供給された動画である再生種別を基に、レジューム動画再生制御の処理を
実行して、処理は終了する。レジューム動画再生制御の処理の詳細は後述する。
【０２０７】
　一方、ステップＳ１０２において、 RAM１２８から取得した再生種別が動画でないと判
定された場合、ステップＳ１０４に進み、再生種別判定部２１１は、 RAM１２８から取得
した再生種別が静止画であるか否かを判定する。
【０２０８】
　ステップＳ１０４において、 RAM１２８から取得した再生種別が静止画であると判定さ
れた場合、ステップＳ１０５に進み、再生種別判定部２１１は、判定の結果として、静止
画である再生種別を制御プログラム２０１に供給する。制御プログラム２０１は、再生種
別判定部２１１から供給された静止画である再生種別を基に、レジューム静止画再生制御
の処理を実行して、処理は終了する。レジューム静止画再生制御の処理の詳細は後述する
。
【０２０９】
　一方、ステップＳ１０４において、 RAM１２８から取得した再生種別が静止画でないと
判定された場合、ステップＳ１０６に進み、再生種別判定部２１１は、判定の結果として
、プレイリストである再生種別を制御プログラム２０１に供給する。制御プログラム２０
１は、再生種別判定部２１１から供給されたプレイリストである再生種別を基に、レジュ
ームプレイリスト再生制御の処理を実行して、処理は終了する。レジュームプレイリスト
再生制御の処理の詳細は後述する。
【０２１０】
　次に、ステップＳ１０３の処理に対する、レジューム動画再生制御の処理の詳細につい
て、図１１のフローチャートを参照して説明する。
【０２１１】
　ステップＳ１５１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶
されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、サムネイル表
示領域にサムネイル画像を表示させることで、動画のビジュアルインデックス画面をカラ
ー液晶表示部１５１に表示させる。また、画像表示制御部２１３は、サムネイル表示領域
に表示されている所定のサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させる。
【０２１２】
　例えば、ステップＳ１５１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ
１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データ、並びに RAM１
２８に記憶されている動画である再生種別およびチャプター２の途中の時刻 tbである時刻
を示すレジュームポイントを基に、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領
域３０１－６にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域３０１－２に表示され
ているサムネイル画像に対して、レジュームアイコン３０２を重畳させることで、動画の
ビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる（例えば、図５の左
上の動画のビジュアルインデックス画面）。
【０２１３】
　なお、画面表示制御部２１３は、レジューム情報に動画の再生を途中で停止した場所の
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情報が含まれていない場合、チャプター１の先頭から動画を再生するので、サムネイル表
示領域３０１－１に表示されているサムネイル画像に対して、レジュームアイコン３０２
を重畳させる。
【０２１４】
　ステップＳ１５２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザが動画のビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域に表示さ
れているサムネイル画像を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定す
る。
【０２１５】
　例えば、ステップＳ１５２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給される信号を基に、ユーザが動画のビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域
３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６に表示されているサムネイル画像を触れた
か（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２１６】
　ステップＳ１５２において、ユーザがサムネイル表示領域に表示されているサムネイル
画像を触れたと判定された場合、ステップＳ１５３に進み、レジューム情報判定部２１５
は、タッチパネル１５２から供給される信号を基に、ユーザにより触れられたサムネイル
領域に表示されているサムネイル画像にレジュームアイコンが重畳されているか否かを判
定する。
【０２１７】
　例えば、ステップＳ１５３において、レジューム情報判定部２１５は、タッチパネル１
５２から供給される信号を基に、動画のビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領
域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６のうち、ユーザにより触れられたサムネ
イル表示領域に表示されているサムネイル画像にレジュームアイコン３０２が重畳されて
いるか否かを判定する。
【０２１８】
　ステップＳ１５３において、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示されて
いるサムネイル画像にレジュームアイコンが重畳されていると判定された場合、ステップ
Ｓ１５５に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディ
スク１６２に記録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶されているレジュ
ームポイントを基に、前回の操作で動画を停止した時刻（位置）から、動画の再生を開始
させる。
【０２１９】
　例えば、ステップＳ１５５において、再生処理部２１６は、動画の画像データおよび RA
M１２８に記憶されているレジュームポイントに含まれるチャプター２の途中の時刻 tbで
ある時刻を基に、前回の操作で動画を停止した時刻 tbである時刻から、動画の再生を開始
させる。すなわち、チャプター２の途中の時刻 tbである時刻から、動画の再生が開始され
る。
【０２２０】
　一方、ステップＳ１５３において、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示
されているサムネイル画像にレジュームアイコンが表示されていないと判定された場合、
ステップＳ１５６に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着され
た光ディスク１６２に記録されている動画の画像データを基に、ユーザにより触られたサ
ムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像に対応したチャプターの先頭から動画
の再生を開始させる。
【０２２１】
　例えば、ステップＳ１５３において、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０
１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データを基に、ユーザによ
り触られたサムネイル表示領域３０１－５に表示されているサムネイル画像に対応したチ
ャプター５の先頭から動画の再生を開始させる。すなわち、チャプター５の先頭の時刻 t3
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である時刻から、動画の再生が開始される。
【０２２２】
　一方、ステップＳ１５２において、ユーザがサムネイル表示領域に表示されているサム
ネイル画像を触れていないと判定された場合、ステップＳ１５４に進み、操作判定部２１
４は、リモコン受信部１２９から供給された信号を基に、ユーザの操作により、リモコン
１３０の再生 (PLAY)キー２５９が押下されたか否かを判定する。
【０２２３】
　ステップＳ１５４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー２
５９が押下されたと判定された場合、ステップＳ１５５に進み、再生処理部２１６は、デ
ジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像デ
ータおよび RAM１２８に記憶されているレジュームポイントを基に、前回の操作で動画を
停止した時刻（位置）から、動画の再生を再開させる。
【０２２４】
　例えば、ステップＳ１５５において、再生処理部２１６は、動画の画像データおよび RA
M１２８に記憶されているレジュームポイントに含まれるチャプター２の途中の時刻 tbで
ある時刻を基に、前回の操作で動画を停止した時刻 tbである時刻から、動画の再生を再開
させる。すなわち、チャプター２の途中の時刻 tbである時刻から、動画の再生が開始され
る。
【０２２５】
　一方、ステップＳ１５４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９が押下されていないと判定された場合、ステップＳ１５２の処理に戻り、上述
した処理を繰り返す。すなわち、ユーザがサムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル
表示領域３０１－６のいずれかを触れるか、またはユーザがリモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９を押下するまで、上述した処理を繰り返すことになる。
【０２２６】
　ステップＳ１５７において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザにより停止操作がされたか否かを判定する。
【０２２７】
　例えば、ステップＳ１５７において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給された信号を基に、ユーザが再生画面の停止キー４０１を触れたか（タッチパネル１５
２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２２８】
　ステップＳ１５７において、ユーザにより停止操作がされたと判定された場合、ステッ
プＳ１５８に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データおよびタッチパネル１５
２から供給された信号を基に、動画の次回再生開始ポイントとして、レジュームポイント
を RAM１２８に記憶させる。
【０２２９】
　ここで、レジュームポイントとは、上述したように、光ディスク１６２の次回再生開始
ポイントを指示する情報をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから次
回再生開始ポイントまでの時間として、 RAM１２８に記憶される。
【０２３０】
　例えば、ステップＳ１５８において、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザによ
りチャプター６の再生途中（時刻 t2である時刻）で停止キー４０１が触れられた場合、デ
ジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像デ
ータおよびタッチパネル１５２から供給された信号を基に、チャプター６の途中の時刻 t2
である時刻を示す情報をレジュームポイントとして、 RAM１２８に記憶させる。
【０２３１】
　ステップＳ１５９において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶
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されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、サムネイル表
示領域にサムネイル画像を表示させることで、動画のビジュアルインデックス画面をカラ
ー液晶表示部１５１に表示させる。また、画像表示制御部２１３は、サムネイル表示領域
に表示されている所定のサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させる。
【０２３２】
　例えば、ステップＳ１５９おいて、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１
０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データ、並びに RAM１２
８に記憶されている動画である再生種別およびチャプター６の途中の時刻 t2である時刻を
示すレジュームポイントを基に、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域
３０１－６にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域３０１－６に表示されて
いるサムネイル画像にレジュームアイコン３０２を表示させることで、動画のビジュアル
インデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる（例えば、図７の左下の動画の
ビジュアルインデックス画面）。
【０２３３】
　一方、ステップＳ１５７において、ユーザにより停止操作がされていないと判定された
場合、ステップＳ１６０に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装
着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データを基に、動画の再生を継続
する。
【０２３４】
　ステップＳ１６１において、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着
された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データを基に、動画の再生の終端に
到達したか否かを判定する。
【０２３５】
　ステップＳ１６１において、動画の再生の終端に到達していないと判定された場合、動
画はまだ終了していないので、ステップＳ１５７の処理に戻り、上述した処理を繰り返す
。
【０２３６】
　ステップＳ１６１において、動画の再生の終端に到達したと判定された場合、ステップ
Ｓ１６２に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、 RAM１２８に記憶されているレジ
ュームポイントを削除する。すなわち、レジューム情報記憶制御部２１２は、動画の再生
の終端に到達した場合、動画をレジューム再生させる必要がなくなるので（次の再生では
、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから再生を開始させるので）、 RAM１２８に記
憶されているレジュームポイントを削除する。
【０２３７】
　例えば、ステップＳ１６２において、レジューム情報記憶制御部２１２は、 RAM１２８
に記憶されているチャプター６の途中の時刻 t2である時刻を示すレジュームポイントを削
除する。
【０２３８】
　ステップＳ１６３において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶
されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、サムネイル表
示領域にサムネイル画像を表示させることで、動画のビジュアルインデックス画面をカラ
ー液晶表示部１５１に表示させる。また、画面表示制御部２１３は、先頭のレジューム領
域に表示されているサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させて、ステッ
プＳ１５２の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０２３９】
　例えば、ステップＳ１６３おいて、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１
０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像データ、並びに RAM１２
８に記憶されている動画である再生種別およびチャプター１の先頭を示すレジュームポイ
ントを基に、サムネイル表示領域３０１－１乃至サムネイル表示領域３０１－６にサムネ

10

20

30

40

50

(28) JP 3925812 B2 2007.6.6



イル画像を表示させることで、動画のビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１
５１に表示させる。また、画像表示制御部２１３は、チャプター１の先頭から動画を再生
するので、サムネイル表示領域３０１－１に表示されているサムネイル画像に対して、レ
ジュームアイコン３０２を重畳させる（例えば、図７の左上の動画のビジュアルインデッ
クス画面）。
【０２４０】
　次に、ステップＳ１０５の処理に対する、レジューム静止画再生制御の処理の詳細につ
いて、図１２のフローチャートを参照して説明する。
【０２４１】
　ステップＳ２０１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データおよび RAM１２８に記
憶されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、サムネイル
表示領域にサムネイル画像を表示させることで、静止画のビジュアルインデックス画面を
カラー液晶表示部１５１に表示させる。また、画像表示制御部２１３は、サムネイル表示
領域に表示されている所定のサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させる
。
【０２４２】
　例えば、ステップＳ２０１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ
１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データ、並びに RAM
１２８に記憶されている静止画である再生種別およびチャプター５を示すレジュームポイ
ントを基に、サムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１－６にサムネ
イル画像を表示させて、サムネイル表示領域３２１－５に表示されているサムネイル画像
に対して、レジュームアイコン３２２を重畳させることで、静止画のビジュアルインデッ
クス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる（例えば、図５の右上の静止画のビジュ
アルインデックス画面）。
【０２４３】
　ステップＳ２０２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザが静止画のビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域に表示
されているサムネイル画像を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定
する。
【０２４４】
　例えば、ステップＳ２０２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給される信号を基に、ユーザが静止画のビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領
域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１－６に表示されているサムネイル画像を触れ
たか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２４５】
　ステップＳ２０２において、ユーザが静止画のビジュアルインデックス画面のサムネイ
ル表示領域に表示されているサムネイル画像を触れたと判定された場合、ステップＳ２０
３に進み、再生処理部２１６は、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示され
ているサムネイル画像に対応した静止画を再生する。
【０２４６】
　一方、ステップＳ２０２において、ユーザが静止画のビジュアルインデックス画面のサ
ムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像を触れていないと判定された場合、ス
テップＳ２０４に進み、操作判定部２１４は、リモコン受信部１２９から供給された信号
を基に、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー２５９が押下されたか否
かを判定する。
【０２４７】
　ステップＳ２０４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー２
５９が押下されたと判定された場合、ステップＳ２０５に進み、再生処理部２１６は、デ
ジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像
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データおよび RAM１２８に記憶されているレジュームポイントを基に、前回の操作で静止
画を停止した時刻（位置）から、静止画の再生を再開させる。
【０２４８】
　例えば、ステップＳ２０５において、再生処理部２１６は、静止画の画像データおよび
RAM１２８に記憶されているレジュームポイントに含まれるチャプター５を示すレジュー
ムポイントを基に、前回の操作で静止画を停止したチャプター５から、静止画の再生を再
開させる。すなわち、チャプター５から、静止画の再生が開始される。
【０２４９】
　一方、ステップＳ２０４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９が押下されていないと判定された場合、ステップＳ２０２の処理に戻り、上述
した処理を繰り返す。すなわち、ユーザがサムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル
表示領域３２１－６のいずれかを触れるか、またはユーザがリモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９を押下するまで、上述した処理を繰り返すことになる。
【０２５０】
　ステップＳ２０６において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給された
信号を基に、ユーザにより停止操作がされたか否かを判定する。
【０２５１】
　例えば、ステップＳ２０６において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給された信号を基に、ユーザが静止画の再生画面の停止キー（図示せず）を触れたか（タ
ッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２５２】
　ステップＳ２０６において、ユーザにより停止操作がされたと判定された場合、ステッ
プＳ２０７に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データおよびタッチパネル１
５２から供給された信号を基に、静止画の次回再生開始ポイントとして、レジュームポイ
ントを RAM１２８に記憶させる。
【０２５３】
　例えば、ステップＳ２０７において、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザによ
りチャプター６で停止キー（図示せず）が触れられた場合、デジタルビデオカメラ１０１
に装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データおよびタッチパネル
１５２から供給された信号を基に、チャプター６を示す情報をレジュームポイントとして
、 RAM１２８に記憶させる。
【０２５４】
　ステップＳ２０８において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データおよび RAM１２８に記
憶されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、サムネイル
表示領域にサムネイル画像を表示させることで、静止画のビジュアルインデックス画面を
カラー液晶表示部１５１に表示させる。また、画面表示制御部２１３は、サムネイル表示
領域に表示されている所定のサムネイル画像に対して、レジュームアイコンを重畳させる
。
【０２５５】
　例えば、ステップＳ２０８おいて、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１
０１に装着された光ディスク１６２に記録されている静止画の画像データ、並びに RAM１
２８に記憶されている静止画である再生種別およびチャプター６を示すレジュームポイン
トを基に、サムネイル表示領域３２１－１乃至サムネイル表示領域３２１－６にサムネイ
ル画像を表示させて、サムネイル表示領域３２１－６に表示されているサムネイル画像に
対して、レジュームアイコン３２２を重畳させることで、静止画のビジュアルインデック
ス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。
【０２５６】
　一方、ステップＳ２０６において、ユーザにより停止操作がされていないと判定された
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場合、ステップＳ２０９に進み、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給され
た信号を基に、ユーザにより静止画送り操作がされたか否かを判定する。
【０２５７】
　例えば、ステップＳ２０９において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給された信号を基に、ユーザが静止画の再生画面の静止画送りキー（図示せず）を触れた
か（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２５８】
　ステップＳ２０９において、ユーザにより静止画送り操作がされたと判定された場合、
ステップＳ２１０に進み、再生処理部２１６は、静止画送り操作により、進められた静止
画を再生して、ステップＳ２０６の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０２５９】
　一方、ステップＳ２０９において、ユーザにより静止画送り操作がされていないと判定
された場合、ステップＳ２０６の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０２６０】
　次に、ステップＳ１０６の処理に対する、レジュームプレイリスト再生制御の処理の詳
細について、図１３のフローチャートを参照して説明する。なお、図１３のフローチャー
トにおいては、プレイリストに登録されている動画を再生する場合について説明する。
【０２６１】
　ステップＳ２５１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データ、および RA
M１２８に記憶されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に
、サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させることで、プレイリストのビジュアル
インデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。また、画面表示制御部２１３
は、サムネイル表示領域に表示されている所定のサムネイル画像にレジュームアイコンを
重畳させる。
【０２６２】
　例えば、ステップＳ２５１において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ
１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データ、
並びに RAM１２８に記憶されているプレイリストである再生種別およびチャプター２の途
中の時刻 tcである時刻を示すレジュームポイントを基に、サムネイル表示領域３４１－１
乃至サムネイル表示領域３４１－６にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域
３４１－２に表示されているサムネイル画像に対して、レジュームアイコン３４２を重畳
させることで、プレイリストのビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に
表示させる（例えば、図５の左下のプレイリストのビジュアルインデックス画面）。
【０２６３】
　ステップＳ２５２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザがプレイリストのビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域
に表示されているサムネイル画像を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否か
を判定する。
【０２６４】
　例えば、ステップＳ２５２において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給される信号を基に、ユーザがプレイリストのビジュアルインデックス画面のサムネイル
表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領域３４１－６に表示されているサムネイル画像
を触れたか（タッチパネル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２６５】
　ステップＳ２５２において、ユーザがサムネイル表示領域に表示されているサムネイル
画像を触れたと判定された場合、ステップＳ２５３に進み、レジューム情報判定部２１５
は、ユーザにより触れられたサムネイル領域に表示されているサムネイル画像にレジュー
ムアイコンが重畳されているか否かを判定する。
【０２６６】
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　例えば、ステップＳ２５３において、レジューム情報判定部２１５は、プレイリストの
ビジュアルインデックス画面のサムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領域３
４１－６のうち、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示されているサムネイ
ル画像にレジュームアイコン３４２が重畳されているか否かを判定する。
【０２６７】
　ステップＳ２５３において、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示されて
いるサムネイル画像にレジュームアイコンが重畳されていると判定された場合、ステップ
Ｓ２５５に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディ
スク１６２に記録されている動画の画像データおよび RAM１２８に記憶されているレジュ
ームポイントを基に、前回の操作で動画を停止した時刻（位置）から、動画の再生を開始
させる。
【０２６８】
　例えば、ステップＳ２５５において、再生処理部２１６は、動画の画像データおよび RA
M１２８に記憶されているレジュームポイントに含まれるチャプター２の途中の時刻 tcで
ある時刻を基に、前回の操作で動画を停止した時刻 tcである時刻から、動画の再生を開始
させる。すなわち、チャプター２の途中の時刻 tcである時刻から、動画の再生が開始され
る。
【０２６９】
　一方、ステップＳ２５３において、ユーザにより触れられたサムネイル表示領域に表示
されているサムネイル画像にレジュームアイコンが表示されていないと判定された場合、
ステップＳ２５６に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着され
た光ディスク１６２に記録されている動画の画像データを基に、ユーザにより触られたサ
ムネイル表示領域に表示されているサムネイル画像に対応したチャプターの先頭から動画
の再生を開始させる。
【０２７０】
　例えば、ステップＳ２５３において、再生処理部２１６は、ユーザによりサムネイル表
示領域３４１－５に表示されているサムネイル画像が触られた場合、デジタルビデオカメ
ラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている画像データを基に、ユーザによ
り触られたサムネイル表示領域３４１－５に表示されているサムネイル画像に対応したチ
ャプター５の先頭から動画の再生を開始させる。
【０２７１】
　一方、ステップＳ２５２において、ユーザがサムネイル表示領域に表示されているサム
ネイル画像を触れていないと判定された場合、ステップＳ２５４に進み、操作判定部２１
４は、リモコン受信部１２９から供給された信号を基に、ユーザの操作により、リモコン
１３０の再生 (PLAY)キー２５９が押下されたか否かを判定する。
【０２７２】
　ステップＳ２５４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)キー２
５９が押下されたと判定された場合、ステップＳ２５５に進み、再生処理部２１６は、デ
ジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の画像デ
ータおよび RAM１２８に記憶されているレジュームポイントを基に、前回の操作で動画を
停止した時刻（位置）から、動画の再生を再開させる。
【０２７３】
　例えば、ステップＳ２５５において、再生処理部２１６は、動画の画像データおよび RA
M１２８に記憶されているレジュームポイントに含まれるチャプター２の途中の時刻 tcで
ある時刻を基に、前回の操作で動画を停止した時刻 tcである時刻から、動画の再生を再開
させる。すなわち、チャプター２の途中の時刻 tcである時刻から、動画の再生が開始され
る。
【０２７４】
　一方、ステップＳ２５４において、ユーザの操作により、リモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９が押下されていないと判定された場合、ステップＳ２５２の処理に戻り、上述
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した処理を繰り返す。すなわち、ユーザがサムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル
表示領域３４１－６のいずれかを触れるか、またはユーザがリモコン１３０の再生 (PLAY)
キー２５９を押下するまで、上述した処理を繰り返すことになる。
【０２７５】
　ステップＳ２５７において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供給される
信号を基に、ユーザにより停止操作がされたか否かを判定する。
【０２７６】
　例えば、ステップＳ２５７において、操作判定部２１４は、タッチパネル１５２から供
給された信号を基に、ユーザが再生画面の停止キー（図示せず）を触れたか（タッチパネ
ル１５２が押圧されたか）否かを判定する。
【０２７７】
　ステップＳ２５７において、ユーザにより停止操作がされたと判定された場合、ステッ
プＳ２５８に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている画像データおよびタッチパネル１５２から
供給された信号を基に、動画の次回再生開始ポイントとして、レジュームポイントを RAM
１２８に記憶させる。
【０２７８】
　例えば、ステップＳ２５８において、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザによ
りチャプター４の再生途中（時刻 tdである時刻）で停止キー（図示せず）が触れられた場
合、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画の
画像データおよびタッチパネル１５２から供給された信号を基に、チャプター４の途中の
時刻 tdである時刻を示す情報をレジュームポイントとして、 RAM１２８に記憶させる。
【０２７９】
　ステップＳ２５９において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データおよび RAM
１２８に記憶されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、
サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させることで、プレイリストのビジュアルイ
ンデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。また、画面表示制御部２１３は
、サムネイル表示領域に表示されている所定のサムネイル画像に対して、レジュームアイ
コンを重畳させる
【０２８０】
　例えば、ステップＳ２５９おいて、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１
０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データ、並
びに RAM１２８に記憶されているプレイリストである再生種別およびチャプター４の途中
の時刻 tdである時刻を示すレジュームポイントを基に、サムネイル表示領域３４１－１乃
至サムネイル表示領域３４１－６にサムネイル画像を表示させて、サムネイル表示領域３
４１－４に表示されているサムネイル画像に対して、レジュームアイコン３４２を重畳さ
せることで、プレイリストのビジュアルインデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表
示させる。
【０２８１】
　一方、ステップＳ２５７において、ユーザにより停止操作がされていないと判定された
場合、ステップＳ２６０に進み、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装
着された光ディスク１６２に記録されている画像データを基に、動画の再生を継続する。
【０２８２】
　ステップＳ２６１において、再生処理部２１６は、デジタルビデオカメラ１０１に装着
された光ディスク１６２に記録されている画像データを基に、動画の再生の終端に到達し
たか否かを判定する。
【０２８３】
　ステップＳ２６１において、動画の再生の終端に到達していないと判定された場合、動
画はまだ終了していないので、ステップＳ２５７の処理に戻り、上述した処理を繰り返す
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。
【０２８４】
　ステップＳ２６１において、動画の再生の終端に到達したと判定された場合、ステップ
Ｓ２６２に進み、レジューム情報記憶制御部２１２は、 RAM１２８に記憶されているレジ
ュームポイントを削除する。すなわち、レジューム情報記憶制御部２１２は、動画の再生
の終端に到達した場合、動画をレジューム再生させる必要がなくなるので（次の再生では
、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから再生を開始させるので）、 RAM１２８に記
憶されているレジュームポイントを削除する。
【０２８５】
　例えば、ステップＳ２６２において、レジューム情報記憶制御部２１２は、 RAM１２８
に記憶されているチャプター４の途中の時刻 tdである時刻を示すレジュームポイントを削
除する。
【０２８６】
　ステップＳ２６３において、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１０１に
装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データおよび RAM
１２８に記憶されているレジューム情報（再生種別およびレジュームポイント）を基に、
サムネイル表示領域にサムネイル画像を表示させることで、プレイリストのビジュアルイ
ンデックス画面をカラー液晶表示部１５１に表示させる。また、画面表示制御部２１３は
、サムネイル表示領域に表示されている先頭のサムネイル画像に対して、レジュームアイ
コンを重畳させて、ステップＳ２５２の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【０２８７】
　例えば、ステップＳ２６３おいて、画面表示制御部２１３は、デジタルビデオカメラ１
０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画または静止画の画像データ、並
びに RAM１２８に記憶されているプレイリストである再生種別およびチャプター１の先頭
を示すレジュームポイントを基に、サムネイル表示領域３４１－１乃至サムネイル表示領
域３４１－６にサムネイル画像を表示させて、チャプター１の先頭から動画を再生するの
で、サムネイル表示領域３４１－１に表示されているサムネイル画像に対して、レジュー
ムアイコン３４２を重畳させることで、プレイリストのビジュアルインデックス画面をカ
ラー液晶表示部１５１に表示させる。
【０２８８】
　なお、図１３においては、プレイリストに登録されている動画を再生する場合について
説明したが、上述したように、プレイリストには、静止画も登録される。プレイリストに
登録されている静止画を再生する場合には、図１２のフローチャートを参照して説明した
レジューム静止画再生制御の処理と同様の処理が実行される。
【０２８９】
　次に、図１４乃至図１８を参照して、本発明のデジタルビデオカメラ１０１によるレジ
ューム再生機能のより詳細な説明する。
【０２９０】
　まず、図１４を参照して、レジューム再生機能の概要について説明する。
【０２９１】
　図１４で示される例において、縦方向に３つ並んでいる四角は、上から、デジタルビデ
オカメラ１０１に装着された光ディスク１６２に記録されている動画を示す動画５０１（
上段）、静止画を示す静止画５０２（中段）、およびプレイリストを示すプレイリスト５
０３（下段）を示す。
【０２９２】
　再生種別５１１は、例えば、動画、静止画、またはプレイリストなどの再生の種別であ
り、動画５０１、静止画５０２、またはプレイリスト５０３のうち、いずれか１つを指し
示す。例えば、上述した、図５において、動画タブ３０６を選択した場合、再生種別５１
１は、上段に移動して、動画５０１を指し示し、静止画タブ３０７を選択した場合、再生
種別は、中段に移動して、静止画５０２を指し示し、プレイリストタブ３０８を選択した
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場合、再生種別は、下段に移動して、プレイリスト５０３を指し示す。
【０２９３】
　レジュームポイント５１２－１は、動画５０１の次回再生開始ポイントを指示する情報
をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから次回再生開始ポイントまで
の時間として、 RAM１２８に記憶される。すなわち、ユーザにより、レジュームポイント
５１２－１がある場所のチャプチャーに対応したサムネイル画像を表示しているサムネイ
ル表示領域が触れられた（タッチパネル１５２が押圧された）場合、レジュームポイント
５１２－１の位置から、動画の再生が再開される。
【０２９４】
　レジュームポイント５１２－２は、静止画５０２の次回再生開始ポイントを指示する情
報をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから次回再生開始ポイントま
での時間として、 RAM１２８に記憶される。すなわち、ユーザにより、レジューム情報５
１２－２がある場所のチャプチャーに対応したサムネイル画像を表示しているサムネイル
表示領域が触れられた（タッチパネル１５２が押圧された）場合、レジュームポイント５
１２－２の位置から、静止画の再生が再開される。
【０２９５】
　レジュームポイント５１２－３は、プレイリスト５０３の次回再生開始ポイントを指示
する情報をいい、例えば、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントから次回再生開始ポイ
ントまでの時間として、 RAM１２８に記憶される。すなわち、ユーザにより、レジューム
ポイント５１２－３がある場所のチャプチャーに対応したサムネイル画像を表示している
サムネイル表示領域が触れられた（タッチパネル１５２が押圧された）場合、レジューム
ポイント５１２－３の位置から、プレイリスト（動画または静止画）の再生が再開される
。
【０２９６】
　また、上述したように、ここでは、再生種別５１１およびレジュームポイント５１２－
１乃至レジュームポイント５１２－３をまとめて、レジューム情報と称している。
【０２９７】
　このように、動画５０１乃至プレイリスト５０３は、それぞれが、レジュームポイント
５１２－１乃至レジュームポイント５１２－３を RAM１２８に記憶しているので、動画５
０１乃至プレイリスト５０３のそれぞれに関して、次回再生開始ポイントから再生を開始
することができる。その結果、デジタルビデオカメラ１０１によるレジューム再生の操作
性を向上させることができる。
【０２９８】
　次に、図１５を参照して、レジューム情報のリセットまたはクリアについて説明する。
【０２９９】
　図１５に示される例において、図１４に示す場合と同様の部分には、同一の符号が付し
てあり、その説明は（適宜）省略する。
【０３００】
　レジューム情報がリセットされる状態とは、再生種別５１１が、上段に移動して、動画
５０１を指し示すことをいう。また、レジューム情報がクリアされる状態とは、レジュー
ムポイント５１２－１乃至レジュームポイント５１２－３のそれぞれが、動画５０１乃至
プレイリスト５０３の左端にそれぞれ移動した状態、すなわち、先頭の再生ポイントにそ
れぞれ移動した状態のことをいう。
【０３０１】
　本発明のデジタルビデオカメラ１０１において、レジューム情報は、例えば、初期化の
処理を実行したとき、ファイナライズ（またはファイナライズ解除）の処理を実行したと
き、光ディスク１６２を取り出したとき（ EJECT）、パーソナルコンピュータなどに接続
することで、 USB（ Universal Serial Bus）モードに遷移したとき、ディスクを復旧した
とき（例えば、光ディスク１６２への書き込みに失敗したときに実行する処理など）、ド
ライブ若しくはシステムエラーが発生したとき、または結露のときなどにリセットおよび
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クリアされる。
【０３０２】
　次に、図１６を参照して、レジューム情報の遷移について説明する。
【０３０３】
　図１６に示される例において、図１４および図１５に示す場合と同様の部分には、同一
の符号が付してあり、その説明は（適宜）省略する。
【０３０４】
　まず、再生種別５１１の遷移について説明する。上述したように、再生種別５１１は、
動画５０１、静止画５０２、またはプレイリスト５０３のうち、いずれか１つを指示し、
ユーザの操作により遷移する。
【０３０５】
　再生種別５１１は、例えば、ユーザの操作により、動画が記録されるか、またはビジュ
アルインデックス画面の動画タブ３０６が選択された場合、上段に移動して、動画５０１
を指し示す。すなわち、再生種別５１１として、動画が設定される。
【０３０６】
　また、再生種別５１１は、例えば、ユーザの操作により、静止画が記録されるか、また
はビジュアルインデックス画面の静止画タブ３０７が選択された場合、中段に移動して、
静止画５０２を指し示す。すなわち、再生種別５１１として、静止画が設定される。
【０３０７】
　さらに、再生種別５１１は、例えば、ユーザの操作により、ビジュアルインデックス画
面のプレイリストタブ３０８が選択された場合、下段に移動して、プレイリスト５０３を
指し示す。すなわち、再生種別５１１として、プレイリストが設定される。
【０３０８】
　次に、レジュームポイント５１２－１乃至レジュームポイント５１２－３の遷移につい
て説明する。レジュームポイント５１２－１乃至レジュームポイント５１２－３のそれぞ
れは、動画５０１乃至プレイリスト５０３の次回再生開始ポイントをそれぞれ指示する。
【０３０９】
　レジュームポイント５１２－１は、例えば、ユーザの操作により、動画の再生が停止さ
れるか、または動画が記録された場合、その操作がされた場所を指示する。
【０３１０】
　具体的には、例えば、レジュームポイント５１２－１は、ユーザの操作により、動画の
再生が停止された場合、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントからレジュームポイント
５１２－１までの時間として、 RAM１２８に記憶され、動画が記録された場合、光ディス
ク１６２の先頭の再生ポイントからレジュームポイント５１２－１に指示されているチャ
プターの先頭までの時間として、 RAM１２８に記憶される。
【０３１１】
　このようにすることで、動画の再生が停止された場合には、次回再生開始ポイントから
再生を開始することができ、動画が記録された場合には、動画を記録（撮像）した後、記
録した動画を直ぐに確認することができる（失敗したものを削除することもできる）。
【０３１２】
　また、レジュームポイント５１２－１は、例えば、ユーザの操作により、レビューが削
除される（上述した、動画を記録した後、記録した動画を確認して削除する）か、または
動画を再生していて終端に到達した場合、動画５０１の左端に移動して、先頭の再生ポイ
ントを指示する。すなわち、レジュームポイント５１２－１がクリアされる。
【０３１３】
　レジュームポイント５１２－２は、例えば、ユーザの操作により、静止画の再生が停止
されるか、または静止画が記録された場合、その操作がされた場所を指示する。
【０３１４】
　具体的には、例えば、レジュームポイント５１２－２は、ユーザの操作により、静止画
の再生が停止されるか、または静止画が記録された場合、光ディスク１６２の先頭の再生
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ポイントからレジュームポイント５１２－２までの時間として、 RAM１２８に記憶される
。
【０３１５】
　このようにすることで、静止画の再生が停止された場合には、次回再生開始ポイントか
ら再生を開始することができ、静止画が記録された場合には、静止画を記録（撮像）した
後、記録した静止画を直ぐに確認することができる（失敗したものを削除することもでき
る）。
【０３１６】
　また、レジュームポイント５１２－２は、例えば、ユーザの操作により、レビューが削
除される（上述した、静止画を記録した後、記録した静止画を確認して削除する）場合、
静止画５０２の左端に移動して、先頭の再生ポイントを指示する。すなわち、レジューム
ポイント５１２－２がクリアされる。
【０３１７】
　レジュームポイント５１２－３は、例えば、ユーザの操作により、プレイリストの再生
が停止された場合、プレイリストの再生が停止された場所を指示する。
【０３１８】
　具体的には、例えば、レジュームポイント５１２－３は、プレイリストの再生が停止さ
れた場合には、光ディスク１６２の先頭の再生ポイントからレジュームポイント５１２－
３までの時間として、 RAM１２８に記憶される。
【０３１９】
　このようにすることで、プレイリストの再生が停止された場合には、次回再生開始ポイ
ントから再生を開始することができる。
【０３２０】
　また、レジュームポイント５１２－３は、例えば、動画（静止画）を再生していて終端
に到達した場合、プレイリスト５０３の左端に移動して、先頭の再生ポイントを指示する
。すなわち、レジュームポイント５１２－３がクリアされる。
【０３２１】
　次に、図１７を参照して、レジューム情報の編集処理実行後の遷移について説明する。
【０３２２】
　図１７に示される例において、図１４乃至図１６に示す場合と同様の部分には、同一の
符号が付してあり、その説明は（適宜）省略する。
【０３２３】
　編集処理を実行した場合、再生種別５１１は、動画５０１、静止画５０２、またはプレ
イリスト５０３のうち、最適なものを指示する。
【０３２４】
　具体的には、例えば、再生種別５１１は、動画を削除するか、または動画を分割する編
集処理を実行した場合、上段に移動して、動画５０１を指し示す。すなわち、再生種別５
１１として、動画が設定される。
【０３２５】
　また、例えば、再生種別５１１は、静止画を削除する編集処理を実行した場合、中段に
移動して、静止画５０２を指し示す。すなわち、再生種別５１１として、静止画が設定さ
れる。
【０３２６】
　さらに、例えば、再生種別５１１は、動画若しくは静止画をプレイリストに追加するか
、プレイリストを消去するか、またはプレイリストの中のチャプターを移動若しくは分割
する編集処理を実行した場合、下段に移動して、プレイリスト５０３を指し示す。すなわ
ち、再生種別５１１として、プレイリストが設定される。
【０３２７】
　また、編集処理を実行した場合、レジュームポイント５１２－１乃至レジュームポイン
ト５１２－３のそれぞれは、動画５０１乃至プレイリスト５０３の左端にそれぞれ移動し
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て、先頭の再生ポイントを指示する。すなわち、レジュームポイント５１２－１乃至レジ
ュームポイント５１２－３は、クリアされる。
【０３２８】
　次に、図１８を参照して、レジューム情報の光ディスク１６２をドライブに挿入したと
きの遷移について説明する。
【０３２９】
　図１８に示される例において、図１４乃至図１７に示す場合と同様の部分には、同一の
符号が付してあり、その説明は（適宜）省略する。
【０３３０】
　光ディスク１６２をドライブに挿入した場合、再生種別５１１は、動画５０１または静
止画５０２のうち、いずれか一方を指示する。
【０３３１】
　具体的には、例えば、再生種別５１１は、ドライブに挿入された光ディスク１６２に動
画と静止画との両方が記録されている場合、上段に移動して、動画５０１を指し示す。す
なわち、再生種別５１１として、動画が設定される。
【０３３２】
　また、再生種別５１１は、ドライブに挿入された光ディスク１６２に動画のみが記録さ
れている場合、上段に移動して、動画５０１を指し示す。すなわち、再生種別５１１とし
て、動画が設定される。
【０３３３】
　再生種別５１１は、ドライブに挿入された光ディスク１６２に静止画のみが記録されて
いる場合、中段に移動して、静止画５０２を指し示す。すなわち、再生種別５１１として
、静止画が設定される。
【０３３４】
　再生種別５１１は、ドライブに挿入された光ディスク１６２に動画と静止画がともに記
録されていない場合、上段に移動して、動画５０１を指し示す。すなわち、再生種別５１
１として、動画が設定される。
【０３３５】
　このとき、レジュームポイント５１２－１乃至レジュームポイント５１２－３のそれぞ
れは、動画５０１乃至プレイリスト５０３の左端にそれぞれ移動して、先頭の再生ポイン
トを指示する。すなわち、光ディスク１６２をドライブに挿入した場合、動画、静止画、
およびプレイリストのレジュームポイントは、先頭の再生ポイントを指示することになる
。
【０３３６】
　以上のように、本発明のデジタルビデオカメラ１０１によれば、ユーザに対して、直感
的な画面インターフェイスが提供されるので、ユーザは、より簡便に動画（静止画）を再
生させる操作を行うことができる。
【０３３７】
　また、本発明のデジタルビデオカメラ１０１によれば、再生種別ごとに、複数のレジュ
ームポイントを保持することで、複数の再生種別に関して、それぞれにおける前回の再生
途中の場所から動画（または静止画）を再生させることができるので、ユーザは、より簡
便に動画（または静止画）を再生させる操作を行うことができる。
【０３３８】
　なお、上述した例においては、レジューム情報判定部２１５は、レジューム再生をする
か否かを判定する場合、画像データにレジュームアイコンが重畳されているか否かによっ
て判定するとして説明したが、それに限らず、例えば、 RAM１２８にテーブルを記憶させ
て、そのテーブルに、停止位置と、それに対応する画像データを格納するようにし、テー
ブルに格納された情報を基に、判定するようにしてもよい。
【０３３９】
　具体的には、例えば、レジューム情報記憶制御部２１２は、ユーザにより、再生途中で
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停止キーが触れられた場合、デジタルビデオカメラ１０１に装着された光ディスク１６２
に記録されている画像データおよびタッチパネル１５２から供給された信号を基に、再生
を停止した位置を示す停止位置と、その停止動作がされた画像データを示す情報とを対応
付けて、 RAM１２８に格納させる。
【０３４０】
　そして、レジューム情報判定部２１５は、 RAM１２８に記憶されたテーブルに格納され
ている、停止位置と、それに対応する画像データを基に、ユーザにより触れられたサムネ
イル領域に表示されているサムネイル画像に対応した画像データが、テーブルに格納され
た停止位置を示す情報と一致するかにより、レジューム再生をするか否かを判定する。
【０３４１】
　すなわち、レジューム情報判定部２１５がレジューム再生をするか否かを判定する方法
は、画像データにレジュームアイコンが重畳されているか否かにより判定する方法に限定
されるものではない。
【０３４２】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、
そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコン
ピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行する
ことが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からインストール
される。
【０３４３】
　この記録媒体は、図２に示すように、コンピュータとは別に、ユーザにプログラムを提
供するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディスク１６１（フレキシブ
ルディスクを含む）、光ディスク１６２（ CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory)を含
む）、光磁気ディスク１６３（ MD（商標）を含む）、若しくは半導体メモリ１６４などよ
りなるパッケージメディアにより構成されるだけでなく、コンピュータに予め組み込まれ
た状態でユーザに提供される、プログラムが記録されている ROM（図示せず）などで構成
される。
【０３４４】
　また、上述した一連の処理を実行させるプログラムは、必要に応じてルータ、モデムな
どのインタフェースを介して、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル
衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を介してコンピュータにインストールされ
るようにしてもよい。
【０３４５】
　なお、本明細書において、記録媒体に格納されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０３４６】
【図１】従来のデジタルビデオカメラによるレジューム再生機能を説明する図である。
【図２】本発明を適用したデジタルビデオカメラの一実施の形態の構成を示すブロック図
である。
【図３】 CPUにおいて実行される制御プログラムの構成を示すブロック図である。
【図４】リモコンの外観の一例を示す図である。
【図５】操作画面を表示するデジタルビデオカメラのカラー液晶表示部の画面の表示例に
ついて説明する図である。
【図６】再生種別設定制御の処理について説明するフローチャートである。
【図７】本発明のデジタルビデオカメラの再生停止操作について説明する図である。
【図８】本発明のデジタルビデオカメラのレジューム再生機能について説明する図である
。
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【図９】本発明のデジタルビデオカメラの再生機能について説明する図である。
【図１０】再生種別判別の処理について説明するフローチャートである。
【図１１】レジューム動画再生制御の処理について説明するフローチャートである。
【図１２】レジューム静止画再生制御の処理について説明するフローチャートである。
【図１３】レジュームプレイリスト再生制御の処理について説明するフローチャートであ
る。
【図１４】レジューム再生機能の概要について説明する図である。
【図１５】レジューム情報のリセットについて説明する図である。
【図１６】レジューム情報の遷移について説明する図である。
【図１７】レジューム情報の編集処理実行後の遷移について説明する図である。
【図１８】レジューム情報の光ディスクをドライブに挿入したときの遷移について説明す
る図である。
【符号の説明】
【０３４７】
　１０１　デジタルビデオカメラ，　１１７　 DSP，　１１９　 CPU，　１２５　記録媒体
，　１２７　 CPU，　１２８　 RAM，　１６１　磁気ディスク，　１６２　光ディスク，　
１３１　光磁気ディスク，　１３２　半導体メモリ，　２０１　制御プログラム，　２１
１　再生種別判定部，　２１２　レジューム情報記憶制御部，　２１３　画面表示制御部
，　２１４　操作判定部，　２１５　レジューム情報判定部，　２１６　再生処理部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(44) JP 3925812 B2 2007.6.6



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ          　　　　　

(56)参考文献  特開２００４－０３２３７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０１１６１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２０６７７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１１２２０１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　２７／１０　－　２７／３４　　　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　５／７６　　　　　　

(45) JP 3925812 B2 2007.6.6


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

